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一
、
現
在
の
門
葉
寺
院

　
現
在
の
法
持
寺
︵
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
︶
の
門
葉
寺
院
は
二
十

三
ヵ
寺
が
あ
る
。
し
か
し
﹆
延
享
年
間
︵
一
七
四
四

－

四
七
︶
に
調

査
さ
れ
た
『
延
享
度
寺
院
本
末
牒
』
に
よ
れ
ば
﹆
二
十
七
ヵ
寺
が

あ
っ
た
。
そ
の
中
﹆
塔
頭
が
十
ヵ
寺
あ
る
た
め
﹆
境
外
地
の
門
葉
は

十
七
ヵ
寺
で
あ
っ
た
。
現
在
は
存
在
せ
ず
に
廃
寺
さ
れ
た
り
﹆
離
末

し
た
寺
院
が
塔
頭
の
一
雲
院
﹆
三
笑
軒
﹆
東
陽
軒
﹆
太
虚
院
﹆
耕
雲

院
﹆
高
岩
院
﹆
無
翁
院
を
始
め
大
泉
寺
︵
古
渡
村
︶﹆
長
明
寺
︵
海

東
郡
西
条
村
︶
の
二
ヵ
寺
が
あ
る
。
ま
た
﹆
香
樹
院
は
大
運
寺
﹆
林

昌
寺
は
宝
昌
寺
と
改
称
し
て
お
り
﹆
延
享
年
間
以
後
に
﹆
門
葉
と

な
っ
た
寺
院
に
は
妙
覚
寺
︵
熱
田
区
︶﹆
地
蔵
寺
︵
瑞
穂
区
︶﹆
庚
申

寺
︵
一
宮
市
︶﹆
天
年
寺
︵
中
川
区
︶﹆
慧
光
院
︵
天
白
区
︶
が
あ

る
。

　
妙
覚
寺
は
明
和
元
年
︵
一
七
六
四
︶
に
法
持
寺
十
五
世
督
宗
淳
董

に
よ
っ
て
殿
堂
が
一
新
さ
れ
法
地
と
な
り
末
寺
に
な
っ
た
。
そ
の
他

は
法
持
寺
二
十
八
世
鼎
三
即
一
が
復
興
し
た
り
﹆
そ
の
門
下
に
よ
っ

て
起
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
な
お
﹆
鉄
地
蔵
堂
は
昭
和
二
十
七
年

七
月
に
単
立
と
な
っ
て
離
末
し
﹆
吒
枳
尼
天
堂
は
昭
和
五
年
か
ら
同

十
二
年
の
間
に
法
持
寺
へ
合
祀
さ
れ
﹆
廃
堂
と
な
っ
た
。

　
次
に
現
在
の
門
葉
寺
院
の
略
由
緒
を
な
が
め
﹆
歴
代
住
持
と
示
寂

日
を
あ
げ
て
み
る
。
続
い
て
﹆
か
つ
て
法
持
寺
の
門
葉
で
あ
っ
た

が
﹆
離
末
し
た
り
廃
寺
し
た
門
葉
寺
院
の
由
緒
な
ど
も
み
て
み
よ

う
。

法
持
寺
の
門
葉
寺
院
に
つ
い
て

川
　
　
口
　
　
高
　
　
風
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春
養
寺
　
亀
丘
山
　
　
愛
知
98
　
名
古
屋
市
熱
田
区
旗
屋
町
五
〇
三

　
春
養
寺
は
真
言
宗
の
喜
見
寺
︵
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
︶
の
六
坊

の
一
つ
春
養
院
を
﹆
祥
光
荷
公
︵
寛
永
十
四
年
︵
一
六
三
七
︶
十
二

月
三
日
寂
︶
が
現
在
地
へ
移
転
再
興
し
て
曹
洞
宗
に
改
め
た
寺
院
で

あ
る
。
法
持
寺
七
世
嫰
桂
祖
林
は
そ
の
草
創
開
山
に
迎
え
ら
れ
﹆
寛

永
三
年
︵
一
六
二
六
︶
に
法
持
寺
よ
り
春
養
寺
へ
隠
棲
し
た
。
ま

た
﹆
再
興
さ
れ
た
時
﹆
法
持
寺
住
持
で
あ
っ
た
月
峰
慶
呑
も
二
世
に

勧
請
し
た
。

　
本
尊
大
日
如
来
坐
像
は
法
持
寺
境
内
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
仏
頭
と

い
わ
れ
て
い
る
。『
永
平
寺
前
住
牒
』︵
大
本
山
総
持
寺
蔵
︶
の
宝
永

三
年
︵
一
七
〇
六
︶
八
月
九
日
項
に
よ
れ
ば
﹆
法
持
寺
十
三
世
輪
山

東
轂
は
春
養
寺
に
借
住
し
て
永
平
寺
へ
出
世
し
て
い
る
。

　
文
政
三
年
︵
一
八
二
〇
︶
に
は
字
林
萬
喬
が
法
地
再
興
し
た
が
﹆

燈
外
禅
燈
を
勧
請
し
て
法
地
開
山
と
し
﹆
自
ら
は
二
世
と
な
っ
た
。

な
お
﹆
法
持
寺
二
十
世
大
疑
覚
道
は
黄
龍
寺
︵
名
古
屋
市
南
区
呼

続
︶
住
持
時
代
︵
天
明
八
年
︵
一
七
八
八
︶

－

享
和
三
年
︵
一
八
〇

三
︶
に
春
養
寺
の
伝
法
第
一
世
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
十
二

年
に
は
十
世
寶
山
大
光
が
本
堂
を
再
建
し
た
が
﹆
昭
和
二
十
年
五
月

十
七
日
の
戦
災
で
焼
失
し
た
。
そ
の
た
め
仮
本
堂
で
運
営
し
て
き
た

が
﹆
十
二
世
泰
山
光
道
は
平
成
元
年
に
本
堂
を
再
建
し
て
落
慶
法
要

を
厳
修
し
た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
山 

嫰
桂
祖
林 

寛
永
九
年
八
月
七
日

二
世 

月
峰
慶
呑 

承
応
四
年
二
月
三
日

法
地
開
山 

燈
外
禅
燈 

享
和
二
年
三
月
二
十
三
日

二
世 

字
林
萬
喬 

天
保
十
二
年
七
月
二
十
九
日

三
世 

竹
道
来
観 

弘
化
二
年
三
月
五
日

四
世 

祖
室
容
元 

安
政
五
年
八
月
十
五
日

五
世 

安
井
良
潤 

明
治
十
年
正
月
十
一
日

六
世 

端
渓
志
静 

萬
延
元
年
六
月
十
三
日

七
世 

昌
雄
萬
（
大
竹
・
大
亀
）丈 

明
治
四
十
四
年
十
一
月
二
日

八
世 

哲
玄
亮（毘
婆
）周 

明
治
二
十
八
年
五
月
十
六
日

九
世 

毘
婆
白
巌 

十
世
中
興 

寶
山
大（星
野
）光 

昭
和
十
一
年
六
月
十
七
日

十
一
世 

泰
安
明（星
野
）道 

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
八
日

十
二
世
重
興 

泰
山
光（星
野
）道 

平
成
八
年
七
月
十
四
日

十
三
世 

泰
仙
明（星
野
）光 

︵
現
住
︶
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月
笑
寺
　
明
野
山
　
　
愛
知
102
　
名
古
屋
市
熱
田
区
明
野
町
八

－

九

　
塔
頭
の
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
﹆
天
正
十
五
年
︵
一
五
八
七
︶
に

建
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
﹆
草
創
の
由
緒
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。

開
基
は
鈴
木
七
左
衛
門
で
﹆
中
興
開
基
は
鈴
木
治
左
衛
門
で
あ
る
。

　
明
治
初
期
に
法
持
寺
二
十
八
世
鼎
三
即
一
が
法
地
開
祖
と
な
り
﹆

法
地
開
基
が
大
島
全
瑞
尼
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
尼
の
実
弟
で
二
世

の
童
拳
天
珠
︵
大
島
氏
︶
が
実
質
的
働
き
を
し
て
法
地
開
闢
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
年
五
月
十
七
日
の
戦
災
で
焼
失
し
た

が
﹆
同
二
十
六
年
に
現
在
地
へ
移
転
し
て
寺
号
を
月
笑
軒
よ
り
月
笑

寺
と
改
称
し
再
建
さ
れ
た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

法
地
開
祖 

鼎
三
即（白
鳥
）一 

明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

二
世 

童
拳
天（大
島
）珠 

明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
一
日

三
世 

玉
宗
道
塼 

明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
六
日

四
世 

慧
等
兼（山
田
）修 

昭
和
十
四
年
八
月
十
五
日

五
世 

積
成
泰（浅
井
）山 

大
正
七
年
十
一
月
十
四
日

六
世
中
興 

泰
高
如（浅
井
）山 

昭
和
五
十
六
年
三
月
七
日

七
世
再
中
興 

泰
雲
義（浅
井
）山 

平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日

八
世 

泰
道
義（浅
井
）博 

︵
現
住
︶

洗
月
院
　
旗
屋
山
　
　
愛
知
97
　
名
古
屋
市
熱
田
区
旗
屋
二

－

二
七

－

九

　
塔
頭
の
章
で
み
た
よ
う
に
﹆
草
創
は
弘
治
元
年
︵
一
五
五
五
︶
で

あ
る
。
開
創
に
関
す
る
由
緒
な
ど
は
不
詳
で
﹆
開
基
は
岡
本
作
左
衛

門
﹆
岡
本
儀
兵
衛
﹆
岡
本
清
吉
で
あ
る
。

　
明
治
初
期
に
三
世
童
拳
天
珠
が
法
持
寺
二
十
八
世
鼎
三
即
一
を
請

し
て
法
地
開
山
と
な
し
﹆
師
兄
の
吹
毛
冷
生
を
二
世
に
勧
請
し
て
自

ら
は
三
世
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
年
五
月
十
七
日
の
戦

災
で
焼
失
し
た
た
め
﹆
同
二
十
七
年
に
現
在
地
へ
移
転
し
て
再
建
さ

れ
た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

法
地
開
山 

鼎
三
即（白
鳥
）一 

明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

二
世 

吹
毛
冷（鷹
林
）生 

明
治
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日

三
世 

童
拳
天（大
島
）珠 

明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
一
日

四
世 

亨
元
貞（平
野
）道 

大
正
二
年
七
月
十
日

五
世 

慧
等
兼（山
田
）修 

昭
和
十
四
年
八
月
十
五
日

六
世 

大
器
堅（伊
藤
）丈 

昭
和
二
年
十
一
月
十
三
日
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七
世
中
興 

譲
山
謙（早
川
）隆 

昭
和
五
十
七
年
二
月
十
五
日

八
世 

祖
学
隆（早
川
）明 

︵
現
住
︶

梅
蕚
院
　
白
鳥
山
　
　
愛
知
100
　
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
一

－

八

－
七

　
天
正
元
年
︵
一
五
七
三
︶
に
梅
蕚
林
公
座
元
に
よ
っ
て
開
創
さ

れ
﹆
寛
保
年
中
︵
一
七
四
一

－

四
三
︶
に
中
村
七
兵
衛
が
中
興
開
基

と
な
っ
て
復
興
さ
れ
た
。
平
僧
地
時
代
の
世
代
は
﹆

一
世
梅
蕚
林
公
座
元
　
承
応
二
年
︵
一
六
五
三
︶
十
一
月

二
世
方
山

公
首
座
　
寛
文
三
年
︵
一
六
六
三
︶
正
月

三
世
随
峯
流
公
首
座
　
元
禄
十
年
︵
一
六
九
七
︶
二
月

四
世
莭
心
存
光
首
座
　
元
禄
四
年
︵
一
六
九
一
︶
正
月

五
世
明
叟
存
光
首
座
　
宝
永
六
年
︵
一
七
〇
九
︶
四
月

六
世
中
興
禅
苗
淳
碩
首
座
　
寛
政
九
年
︵
一
七
九
七
︶
八
月

七
世
耕
牛
碩
田
首
座
　
天
明
八
年
︵
一
七
八
八
︶
五
月

八
世
祖
山
悟
宗
首
座
　
文
化
元
年
︵
一
八
〇
四
︶
十
一
月

九
世
弉
元
鼎
享
首
座
　
弘
化
元
年
︵
一
八
四
四
︶
六
月

十
世
　
　
不
明

十
一
世
　
不
明

十
二
世
仙
峯
大
忍
首
座
　
安
政
六
年
︵
一
八
五
九
︶
八
月

と
な
る
が
﹆
明
治
八
年
に
は
玄
同
圭
宗
が
法
持
寺
二
十
七
世
大
達
玄

中
を
勧
請
し
て
中
興
開
山
と
し
﹆
圭
宗
の
本
師
拙
堂
魯
中
を
二
世
に

入
れ
﹆
自
ら
は
三
世
と
な
っ
て
法
地
開
闢
を
行
っ
て
い
る
。
四
世
禅

機
悦
堂
は
同
二
十
九
年
三
月
に
住
職
し
﹆
大
正
二
年
十
一
月
に
本
堂

を
再
建
し
て
﹆
同
五
年
春
に
入
仏
式
を
挙
行
し
た
。
し
か
し
﹆「
黄

龍
拙
堂
魯
中
禅
師
行
状
略
伝
」
に
よ
れ
ば
﹆
拙
堂
魯
中
が
黄
龍
寺
よ

り
梅
蕚
院
へ
閑
栖
す
る
際
﹆
法
地
起
立
し
先
師
の
大
達
玄
中
を
開
山

に
勧
請
し
て
﹆
自
ら
は
二
世
と
な
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。

　
昭
和
二
十
年
五
月
十
七
日
の
戦
災
で
伽
藍
は
焼
失
し
た
が
﹆
九
世

徳
愷
霊
鳳
は
戦
前
と
同
じ
境
内
地
に
本
堂
を
再
建
し
た
。
そ
れ
は
同

三
十
八
年
で
あ
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

法
地
開
山 

大
達
玄（
森
）中 

明
治
六
年
九
月
九
日

二
世 

拙
堂
魯（水
野
）中 

明
治
三
十
二
年
十
月
十
六
日

三
世 

玄
同
圭（
匠
）宗 

明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
一
日

四
世 

禅
機
悦（村
上
）堂 

大
正
十
二
年
八
月
四
日

五
世 

鶴
道
仙（青
山
）翎 

大
正
七
年
一
月
二
日

六
世 

蘭
渓
瑞（水
野
）芝 

昭
和
十
年
一
月
三
日
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七
世 

翔
南
瑞（米
本
）鳳 

昭
和
二
十
六
年
六
月
十
九
日

八
世 

大
雄
輝（村
上
）念 

昭
和
二
十
年
十
二
月
十
七
日

九
世 
徳
愷
霊（米
本
）鳳 

平
成
三
年
四
月
二
十
二
日

十
世 
説
三
禅（米
本
）鳳 

︵
前
住
︶

十
一
世 

大
拙
高（川
口
）裕 

︵
現
住
︶

光
明
院
　
大
乗
山
　
　
愛
知
17
　
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
五

－
七

－

九

　
光
明
院
は
大
永
年
中
︵
一
五
二
一

－

二
七
︶
に
香
林
宗
萼
が
清
須

に
開
創
し
た
寺
院
で
﹆
法
持
寺
三
世
月
洲
瑞
香
が
開
山
に
勧
請
さ
れ

て
い
る
。
慶
長
遷
府
の
際
﹆
現
在
地
に
移
転
し
た
。
寛
文
十
一
年

︵
一
六
七
一
︶
九
月
二
十
七
日
﹆
元
禄
十
三
年
︵
一
七
〇
〇
︶
二
月

七
日
﹆
享
保
九
年
︵
一
七
二
四
︶
五
月
十
三
日
﹆
同
十
五
年
︵
一
七

三
〇
︶
二
月
四
日
の
四
度
﹆
類
火
に
罹
り
諸
堂
宇
を
焼
失
し
た
。
し

か
し
﹆
そ
の
た
び
に
再
興
さ
れ
た
。
第
二
代
尾
張
藩
主
徳
川
光
友
は

鷹
狩
の
際
﹆
第
五
世
慧
洲
聞
公
に
聖
徳
太
子
作
と
伝
え
ら
れ
る
薬
師

瑠
璃
光
如
来
の
因
縁
な
ど
を
聞
い
て
喜
び
﹆
そ
れ
以
来
﹆
し
ば
し
ば

来
院
し
た
。

　
明
和
九
年
︵
一
七
七
二
︶
二
月
に
は
法
地
再
興
さ
れ
﹆
そ
の
伝
法

第
一
祖
に
当
時
﹆
法
持
寺
十
五
世
で
あ
っ
た
督
宗
淳
董
を
勧
請
し

た
。
法
地
に
し
た
実
質
的
働
き
は
大
鏡
全
牛
︵
法
地
中
興
開
闢
二

世
︶
が
行
っ
て
お
り
﹆
法
地
開
基
は
前
年
︵
明
和
八
年
︶
三
月
二
十

八
日
に
示
寂
し
た
大
通
覚
道
で
あ
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

月
洲
瑞
香 

天
文
十
三
年
四
月
二
十
三
日

開
創 

香
林
宗
蕚 

天
正
六
年
八
月
十
五
日

二
世 

香
山
寅
公 

三
世 

龍
顔
秀
公 

承
應
元
年
三
月
三
日

四
世
中
興 

天
宝
周
球 

寛
文
八
年
四
月
二
十
二
日

五
世 

慧
洲
聞（
公
）香 

 

元
禄
十
二
年
八
月
二
十
九
日

六
世
中
興 

大
中
歓
龍 

元
禄
十
七
年
三
月
十
一
日

七
世 

仁
室
英
恕 

八
世
再
中
興 

修
岳
善
公 

宝
永
元
年
八
月
四
日

九
世 

曠
山
慈
寛 

享
保
五
年
四
月
八
日

十
世 

智
山
道
之 

延
享
四
年
五
月
二
十
八
日

十
一
世

法
地
重
興 

大
林
培
之 

宝
暦
二
年
十
月
十
三
日

十
二
世

法
地
重
興
開
基 

大
通
覚
道 

明
和
八
年
三
月
二
十
八
日

伝
法
第
一
祖 

督
宗
淳
董 

寛
保
二
年
三
月
十
一
日
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法
地
中
興

開
闢
二
世 

大
鏡
全
牛 

文
化
九
年
三
月
六
日

三
世 

透
関
栄
徹 

享
和
二
年
九
月
十
日

四
世 
嫩
喬
全
桂 

天
保
五
年
八
月
十
三
日

五
世 
大
倫
祖
孝 

天
保
八
年
四
月
六
日

六
世 

空
如
道
雲 

天
保
九
年
三
月
十
日

七
世
重
興 

蘭
馨
歓
秀 
明
治
十
七
年
三
月
十
七
日

八
世 

拳
従
道
虔 
明
治
二
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日

九
世
　
　
　

随
意
会
開
闢 

雲
瑞
祥（加
藤
）鳳 

明
治
三
十
八
年
八
月
二
十
一
日

十
世 

大
圓
忍（杉
村
）法 

明
治
三
十
六
年
一
月
六
日

十
一
世
　
　

常
恒
会
開
闢 

戒
覚
量（加
藤
）孝 

大
正
元
年
八
月
二
十
二
日

十
二
世 

隆
道
達（加
島
）宗 

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
六
日

十
三
世
重
興 

戒
心
政（石
川
）孝 

昭
和
三
十
八
年
二
月
八
日

十
四
世 

戒
秀
順（斉
藤
）孝 

平
成
五
年
九
月
六
日

十
五
世 

戒
光
釛（石
川
）隆 

平
成
四
年
三
月
十
九
日

十
六
世 

戒
眼
弘（石
川
）明 

︵
現
住
︶

空
雲
寺
　
道
龍
山
　
　
愛
知
129
　
名
古
屋
市
中
川
区
中
島
新
町
四

－

一

二
〇
一

　
空
雲
寺
は
『
尾
張
徇
行
記
』
に
よ
れ
ば
﹆
愛
知
郡
高
針
村
の
禅
源

寺
を
移
築
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
﹆
空
雲
寺
に
所
蔵
す
る
『
年
回
早

繰
帳
』
の
冒
頭
に
あ
る
「
當
山
由
緒
」
や
『
年
中
行
事

當
寺
来
歴
簿
』
の
「
當

山
来
歴
」﹆
開
山
堂
の
聯
な
ど
に
よ
れ
ば
﹆
寛
文
元
年
︵
一
六
六

一
︶
六
月
十
五
日
に
春
日
井
郡
大
留
村
︵
現
在
﹆
春
日
井
市
大
留

町
︶
に
あ
っ
た
善
︵
禅
︶
源
寺
の
寺
号
を
譲
り
受
け
て
鬼
頭
景
義
が

開
基
と
な
り
﹆
法
持
寺
九
世
大
通
快
道
を
開
山
に
迎
え
て
開
か
れ

た
。

　
開
基
の
鬼
頭
景
義
は
﹆
江
戸
初
期
に
出
た
稀
代
の
新
田
開
発
王
と

い
わ
れ
﹆
寛
永
八
年
︵
一
六
三
一
︶
か
ら
明
暦
三
年
︵
一
六
五
七
︶

ま
で
の
二
十
六
年
間
に
海
東
﹆
海
西
﹆
愛
知
﹆
知
多
﹆
春
日
井
の
旧

尾
張
五
郡
と
美
濃
の
安
八
郡
の
合
せ
て
二
十
七
ヵ
村
﹆
約
三
千
八
百

町
歩
﹆
石
高
に
し
て
二
万
二
千
石
の
新
田
を
開
発
し
た
。
木
津
用
水

や
萱
津
用
水
な
ど
も
開
い
て
お
り
﹆
尾
張
藩
よ
り
苗
字
帯
刀
を
許
さ

れ
て
い
る
。

　
大
通
の
後
住
に
は
法
持
寺
十
世
海
岸
義
雲
が
就
い
た
。
墓
碑
銘
﹆

位
牌
と
も
に
「
二
代
中
興
」
と
な
っ
て
い
る
が
﹆
そ
の
経
緯
は
明
ら

か
に
な
ら
な
い
。
寛
文
元
年
︵
一
六
六
一
︶
に
開
創
さ
れ
て
以
来
﹆

五
十
年
後
に
は
伽
藍
が
大
破
し
た
。
そ
の
原
因
は
庄
内
川
の
大
洪
水

に
よ
っ
て
新
田
の
堤
防
が
破
れ
た
た
め
で
﹆
掛
搭
し
て
い
た
大
超
義
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円
首
座
は
鬼
頭
兵
内
︵
景
義
三
男
︶﹆
同
勘
兵
衛
︵
同
二
男
︶﹆
同
十

良
右
門
︵
同
四
男
︶﹆
同
平
六
良
﹆
同
市
太
良
ら
の
助
力
を
得
て
﹆

享
保
十
二
年
︵
一
七
二
七
︶
四
月
十
二
日
に
再
建
し
た
。

　
大
超
義
円
首
座
は
「
當
山
来
歴
」
に
よ
れ
ば
三
代
目
と
あ
り
﹆
四

代
目
は
牧
堂
祖
牛
首
座
﹆
五
代
目
大
柔
孝
倫
首
座
と
続
い
て
い
る
。

し
か
し
﹆
二
代
は
海
岸
義
雲
で
な
く
鉄
叟
単
青
首
座
と
な
っ
て
お

り
﹆
当
時
の
空
雲
寺
は
平
僧
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
を
図
示
し
て

み
る
と
﹆

大草創
開
山
通
快
道︵

－

１６７７︶│
│
海草創
二
代
岸
義
雲︵

－

１６９２︶│
│
鉄二代
　叟単
清
│
│

大三代
　超義
圓︵

－

１７７０︶│
│
牧四代
　堂祖
牛︵

－
１７６８︶│
│
大五代
　柔孝
倫︵

－

１７６１－

︶

と
な
る
。
そ
の
た
め
海
岸
は
空
雲
寺
の
開
創
に
あ
た
り
﹆
本
師
の
法

持
寺
住
持
で
あ
っ
た
大
通
を
迎
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
は

海
岸
が
草
創
開
闢
に
尽
力
し
て
お
り
﹆
自
ら
は
二
代
と
な
っ
て
﹆
後

に
中
興
号
が
贈
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
時
﹆
平
僧
地
で

あ
っ
た
た
め
法
地
に
昇
格
す
る
に
あ
た
り
﹆
法
持
寺
十
五
世
督
宗
淳

董
を
拝
請
し
た
。
そ
の
年
月
は
不
詳
で
あ
る
が
﹆「
年
中
行
事

當
寺
来
歴
簿
」
や

空
雲
寺
の
過
去
帳
の
示
寂
年
次
の
寛
政
二
年
︵
一
七
九
〇
︶
項
に
よ

れ
ば
﹆
金
五
十
両
を
法
持
寺
へ
拝
請
し
て
法
地
開
山
へ
迎
え
て
い

る
。

　
そ
の
後
﹆
文
政
十
一
年
︵
一
八
二
八
︶
十
一
月
に
四
世
淩
雲
盤
山

が
本
堂
﹆
玄
関
﹆
庫
裡
﹆
長
屋
な
ど
を
改
造
し
て
お
り
﹆
安
政
元
年

︵
一
八
五
四
︶
十
一
月
四
日
の
大
地
震
に
よ
っ
て
庫
裡
が
倒
壊
し

た
。
そ
の
た
め
八
世
拙
堂
魯
中
は
翌
三
年
八
月
に
庫
裡
を
再
建
し

た
。
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
の
濃
尾
大
地
震
に
よ
っ
て
山
内

の
堂
宇
は
す
べ
て
倒
壊
し
た
た
め
﹆
十
二
世
蘭
渓
瑞
芝
は
檀
信
徒
の

助
力
を
得
て
翌
二
十
五
年
三
月
十
八
日
に
再
建
し
た
。
昭
和
五
年
十

月
二
十
五
日
に
は
﹆
十
三
世
霊
峰
松
巌
が
新
し
く
庫
裡
を
造
り
﹆
同

十
五
年
に
は
鐘
楼
堂
を
備
え
た
。
同
三
十
四
年
九
月
二
十
六
日
の
伊

勢
湾
台
風
で
は
本
堂
の
瓦
が
移
動
し
﹆
鐘
楼
堂
は
倒
壊
﹆
山
内
の
樹

木
は
折
れ
た
り
枯
死
し
て
大
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　
歴
住
を
位
牌
か
ら
整
理
し
て
み
る
と
﹆
平
僧
地
時
代
は
﹆

大草創
開
山
通
快
道︵

－

１６７７︶︵
本
堂
第
一
回
草
創
・
寛
文
元
年︵
１６６１︶六
月

五
日
︶│
│
海草創
二
代
岸
義
雲︵

－

１６９２︶│
│
鉄二代
　叟単
清
│
│
不三代
　詳│
│

大三代
　四
代
超
義
圓︵

－

１７７０︶︵
本
堂
第
二
回
再
建
・
享
保
十
二
年︵
１７２７︶

四
月
十
二
日
︶│
│
牧五代
　堂祖
牛︵

－

１７６８︶│
│
大六代
　柔孝
倫︵

－

１７６１

－

︶
と
な
り
﹆
法
地
以
後
は
﹆
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督法地
開
山
宗
淳
董︵

－

１７９０︶│
│
大二世
　圓孝
道︵

－

１７９７︶│
│
大三世
　應義
全︵

－

１８１１︶凌三世
　四
世
大
中
興

雲
盤
山︵

－

１８３０︶︵
本
堂
第
三
回
目
建
立
・
文
政
十
一
年

︵
１８２８︶十
一
月
吉
日
︶│
│
不五世
　詳│
│
黙六世
　定契
禅︵

－

１８４７︶﹆道六世
　悟

黙︵

－

︶│
│
棟七世
　屋仏
州︵

－

１９０６︶│
│
拙八世
　堂魯
中︵
安
政
三
年

︵
１８５６︶八
月
・
第
四
回
目
庫
裡
造
営
︶│
│
少九世
　林得
髄
│
│
独十世
　庵豊

州
│
│
鶴十一
世道
仙
翎
│
│
蘭十二
世渓
瑞
芝︵
明
治
二
十
五
年
三
月
十
八
日
・

第
五
回
目
建
立
︶│
│
雲十三
世峰
松
巌
│
│
栽十四
世松
徳
元

と
な
っ
て
い
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
山 

大
通
快
道 

延
宝
五
年
一
月
十
六
日

草
創
二
代 

海
岸
義
雲 

元
禄
五
年
九
月
十
五
日

三
代 

不
詳 

四
代 

大
超
義
圓 

明
和
七
年
九
月
十
三
日

五
代 

牧
堂
祖
牛 

明
和
五
年
九
月
二
十
日

六
代 

大
柔
孝
倫 

寛
政
九
年
十
二
月
十
九
日

法
地
開
山 

督
宗
淳
董 

寛
政
二
年
三
月
十
一
日

二
世 

大
圓
孝
道 

寛
政
九
年
十
二
月
十
九
日

三
世 

大
應
義
全 

文
化
八
年
十
二
月
十
日

四
世
大
中
興 

凌
雲
盤
山 

天
保
元
年
八
月
十
五
日

五
世 

不
詳 

六
世 

黙
定
契
禅 

弘
化
四
年
七
月
四
日
︵
三
月
十
四
日
︶

六
世 

道
悟

黙

七
世 

棟
屋
仏
州 

明
治
三
十
九
年
十
月
十
日

八
世 

拙
堂
魯（水
野
）中 

明
治
三
十
二
年
十
月
十
六
日

九
世 

少
林
得
髄 

大
正
十
二
年
八
月
二
十
八
日

十
世 

独
庵
豊（
州
）洲 

明
治
十
四
年
七
月
三
日

十
一
世 

鶴
道
仙（青
山
）翎 

大
正
七
年
一
月
二
日

十
二
世 

蘭
渓
瑞（水
野
）芝 

昭
和
十
年
一
月
三
日

十
三
世
中
興 

霊
峰（
長
谷
川
）

松
巖 

昭
和
四
十
六
年
九
月
二
十
日

十
四
世 

栽
松（
長
谷
川
）

徳
元 

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
二
日

十
五
世 

晋
岳
康（角
岡
）弘 

︵
現
住
︶

大
運
寺
　
法
輪
山
　
　
愛
知
18
　
名
古
屋
市
瑞
穂
区
十
六
町
二

－

四

　
大
運
寺
は
初
め
大
悲
山
香
樹
院
と
号
し
﹆
天
文
年
中
︵
一
五
三
二

－

五
四
︶
に
法
持
寺
三
世
月
洲
瑞
香
の
開
闢
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は

明
ら
か
で
な
い
が
﹆
天
文
十
年
︵
一
五
四
一
︶
に
創
建
さ
れ
た
法
持

寺
塔
頭
の
太
虚
院
住
持
で
あ
っ
た
香
山
潢
公
︵
慶
長
十
五
年
正
月
二

旧

新
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十
六
日
寂
︶
が
建
立
し
て
い
る
。
同
じ
月
洲
が
開
創
し
た
光
明
院
と

同
じ
く
清
須
に
開
創
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
﹆
慶
長
遷
府
の
際
に
﹆

南
寺
町
︵
白
川
町
︶
へ
移
転
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
尊
の
釈
迦
如
来
座
像
は
元
禄
八
年
︵
一
六
九
五
︶
二
月
四
日
に

披
露
済
で
﹆
宝
永
六
年
︵
一
七
〇
九
︶
二
月
﹆
三
世
中
興
龍
源
香
澤

の
代
に
大
涅
槃
図
が
什
物
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
﹆
宝
暦
七
年

︵
一
七
五
七
︶
三
月
に
は
吉
田
清
左
衛
門
︵
安
永
六
年
︵
一
七
七

七
︶
正
月
二
十
八
日
没
︶
が
中
興
開
基
と
な
っ
て
法
持
寺
十
四
世
義

山
淳
孝
︵
宝
暦
七
年
︵
一
七
五
七
︶
三
月
六
日
寂
︶
を
法
地
開
山
に

迎
え
た
。
明
和
二
年
︵
一
七
六
五
︶
三
月
に
は
鐘
堂
の
大
鐘
に
三
世

智
翁
淳
哲
が
銘
を
記
し
て
お
り
﹆
天
明
五
年
︵
一
七
八
五
︶
十
月
二

十
四
日
に
現
在
の
山
号
﹆
寺
号
に
改
め
た
。

　
す
で
に
文
政
十
一
年
︵
一
八
二
八
︶
に
は
﹆
遠
州
の
秋
葉
山
秋
葉

寺
の
尾
張
の
御
供
米
取
次
所
に
な
っ
て
お
り
﹆
秋
葉
堂
が
あ
っ
た
。

同
年
二
月
よ
り
四
月
ま
で
の
秋
葉
寺
御
開
帳
に
あ
た
っ
て
銅
瓦
の
寄

進
を
受
け
て
い
る
。

　
大
正
二
年
九
月
に
は
九
世
芝
山
玄
霊
が
随
意
会
を
開
闢
し
た
。
昭

和
十
八
年
に
は
石
切
町
︵
名
古
屋
市
中
区
白
川
町
︶
よ
り
現
在
地

︵
名
古
屋
市
瑞
穂
区
十
六
町
︶
へ
易
地
さ
れ
﹆
伽
藍
も
移
築
し
た

が
﹆
同
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
本
堂
な
ど
が
倒
壊
し

た
。
そ
の
た
め
同
四
十
七
年
十
一
月
に
は
本
堂
の
再
建
落
成
が
な
っ

た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
山 

月
洲
瑞
香 

天
文
十
三
年
四
月
二
十
三
日

當
院
前
住

法
地
中
興 

霊
堂
白
龍 

當
院
三
世
中
興 

龍
源
香
澤 

法
地
開
山 

義
山
淳
孝 

宝
暦
七
年
三
月
六
日

二
世 

雄
州
亮
契 

三
世 

智
翁
淳
哲 

四
世 

國
全
淳
長 

五
世 

要
山
黙
宗 

六
世 

俊
芳
大
霊 

文
久
三
年
五
月
十
八
日

七
世 

豊
隨
大
年 

文
久
二
年
六
月
六
日

八
世 

黙
耕
霊
庵 

明
治
七
年
六
月
二
十
四
日

九
世 

芝
山（
小
笠
原
）

玄
霊 

明
治
四
十
二
年
四
月
六
日

十
世 

素
雲
玄（山
内
）龍 

大
正
六
年
五
月
二
十
日

十
一
世 

素
朴
玄（山
内
）暉 

昭
和
四
十
四
年
十
月
二
十
五
日

十
二
世 

大
洞
光（山
内
）昭 

︵
現
住
︶
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洞
仙
寺
　
瑞
雲
山
　
　
愛
知
31
　
名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
一

－

一

－

二
九

　
洞
仙
寺
の
草
創
は
尾
張
守
護
斯
波
義
健
の
嫡
男
千
代
松
丸
︵
永
正

二
年
︵
一
五
〇
五
︶
七
月
六
日
没
︶
が
出
家
し
て
玉
泉
玄
珠
と
称
し

た
。
そ
の
玉
泉
が
文
明
三
年
︵
一
四
七
一
︶
に
一
宇
を
建
立
し
て
玉

泉
庵
と
称
し
た
が
﹆
明
応
年
間
︵
一
四
九
二

－

一
五
〇
一
︶
に
無
本

寺
の
寺
院
は
許
さ
れ
な
い
触
が
出
た
こ
と
に
よ
り
﹆
二
代
喜
翁
秀
頓

は
法
持
寺
に
依
頼
し
て
そ
の
末
寺
と
な
っ
た
。
当
時
の
法
持
寺
住
持

は
三
世
月
洲
瑞
香
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
開
山
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　
戦
災
で
焼
失
し
た
本
尊
の
十
一
面
千
手
観
音
立
像
は
恵
心
僧
都
源

信
の
作
で
﹆
源
頼
信
よ
り
頼
朝
ま
で
数
代
に
わ
た
っ
て
尊
崇
さ
れ
た

木
像
の
念
持
仏
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
天
和
四
年
︵
一
六
八
四
︶
に
七

世
日
洲
禅
東
が
求
め
て
本
尊
と
な
し
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
﹆
桃
巌

梅
と
い
う
梅
の
木
が
あ
り
﹆
紅
白
交
じ
り
の
見
事
な
花
を
咲
か
せ

た
。
こ
れ
は
織
田
信
秀
︵
信
長
の
父
・
法
名
萬
松
寺
殿
桃
巌
道
見
大

居
士
︶
の
手
植
の
木
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
し
か

し
﹆
こ
の
梅
も
戦
災
で
焼
失
し
た
。
名
古
屋
城
築
城
の
際
に
は
加
州

加
賀
家
の
普
請
場
と
な
り
﹆
国
家
老
の
横
山
山
城
守
が
止
宿
し
て
工

事
の
指
揮
を
と
っ
た
。

　
寛
文
七
年
︵
一
六
六
七
︶
に
は
寺
号
を
洞
仙
寺
と
改
め
た
が
﹆
平

僧
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
栄
達
太
處
が
開
基
と
な
り
﹆
密
伝
心
宗

が
法
地
に
昇
格
さ
せ
て
「
再
中
興
法
地
草
創
始
祖
」
と
な
っ
た
。
二

世
に
は
法
持
寺
十
五
世
督
宗
淳
董
が
就
き
﹆
三
世
天
宗
太
清
﹆
四
世

秀
山
太
苗
と
続
い
た
が
﹆
現
在
の
洞
仙
寺
世
代
で
は
密
伝
心
宗
が
二

世
再
中
興
と
な
っ
て
お
り
﹆
督
宗
は
世
代
に
入
っ
て
い
な
い
。

　
七
世
絃
外
契
音
は
﹆
寺
産
を
整
理
し
て
土
蔵
﹆
高
塀
﹆
小
座
敷
﹆

位
牌
堂
な
ど
を
建
立
し
﹆
諸
堂
宇
を
修
復
し
て
什
具
を
備
え
た
。
そ

の
後
﹆
明
治
十
四
﹆
五
年
頃
に
は
七
世
日
洲
禅
東
の
隠
居
所
と
し
て

建
立
さ
れ
た
大
泉
寺
︵
以
前
﹆
古
渡
村
に
所
在
し
た
︶
を
廃
し
洞
仙

寺
と
合
併
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
三
月
十
二
日
の
夜
間
空
襲
に
よ
っ
て
諸
堂
宇
を
焼
失

し
た
が
﹆
同
二
十
八
年
に
は
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
後
﹆
平
成
八
年
か

ら
同
十
年
一
月
に
は
本
堂
﹆
ホ
ー
ル
﹆
書
院
な
ど
が
再
建
さ
れ
﹆
同

十
一
年
十
一
月
七
日
に
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
基 

玉
泉
玄
珠 

永
正
二
年
七
月
六
日

草
創
開
山 

月
洲
瑞
香 

天
文
十
三
年
四
月
二
十
三
日
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二
世 

喜
翁
秀
頓 

天
文
三
年
八
月
五
日

三
世 

盛
屋
秀
茂 

慶
長
七
年
正
月
二
十
一
日

四
世 
行
室
覚
除 

五
世
中
興 
月
庵
玄
的 

寛
文
三
年
七
月
六
日

六
世
再
中
興 

洲
山
芳
益 

延
宝
五
年
八
月
十
日

七
世 

日
洲
禅
東 
宝
永
五
年
二
月
四
日

八
世 

梅
谷
吟
鶯 
元
禄
七
年
十
月
八
日

九
世 

東
洲
栄
頓 

寛
保
三
年
七
月
二
十
八
日

法
地
開
基 

栄
達
太
處 

明
和
元
年
九
月
五
日

再
中
興
二
世 

密
伝
心
宗 

安
永
九
年
四
月
十
五
日

三
世 

天
宗
太
清 

文
化
十
五
年
正
月
六
日

四
世 

秀
山
太
苗 

寛
政
十
二
年
八
月
十
二
日

五
世 

盧
洲
太
教 

文
化
十
四
年
七
月
二
十
三
日

六
世 

必
山
密
穏 

文
化
十
三
年
十
二
月
十
九
日

七
世 

弦
外
契
音 

安
政
二
年
十
二
月
十
六
日

八
世 

随
應
保
順 

九
世 

無
関
禅
透 

明
治
二
十
二
年
十
月
三
日

十
世 

大
鼎
禅
雄 

明
治
三
十
三
年
十
二
月
三
日

十
一
世 

大
峰
良
雄 

明
治
十
六
年
四
月
十
一
日

十
二
世 

大
禅
実
雄 

明
治
二
十
一
年
三
月
二
日

十
三
世 

超
音
提
宗 

明
治
二
十
年
七
月
九
日

十
四
世 

悟
庵
南（市
川
）裔 

大
正
十
四
年
十
一
月
二
日

十
五
世 

関
山
無（浅
井
）提 

昭
和
四
年
一
月
二
十
五
日

十
六
世 

南
嶽
蔵（松
倉
）海 

昭
和
四
十
八
年
一
月
十
七
日

十
七
世 

大
智
亮（松
倉
）信 

昭
和
十
九
年
六
月
九
日

十
八
世 

大
機
圓（尾
崎
）應 

平
成
元
年
三
月
二
十
七
日

十
九
世 

大
規
憲（尾
崎
）明 

︵
現
住
︶

禅
養
寺
　
天
徳
山
　
　
愛
知
126
　
名
古
屋
市
中
村
区
烏
森
町
七

－

一
八
二

　
禅
養
寺
の
創
建
年
次
は
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
が
﹆
明
応
五
年
︵
一

四
九
六
︶
に
は
悦
山
慶
忻
︵
天
文
二
年
︵
一
五
三
三
︶
十
二
月
九
日

示
寂
︶
が
開
基
と
な
っ
て
お
り
﹆
永
禄
年
中
︵
一
五
五
八

－

六
九
︶

に
兵
火
に
罹
っ
て
堂
宇
を
焼
失
し
寺
領
も
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

仮
堂
を
建
立
し
て
本
尊
を
安
置
し
た
後
﹆
文
禄
年
中
︵
一
五
九
二

－

九
五
︶
に
鬼
頭
内
匠
義
直
が
伽
藍
を
再
興
し
て
中
興
開
基
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
後
﹆
延
宝
年
中
︵
一
六
七
三

－

八
〇
︶
に
副
田
勘
左
衛

門
が
伽
藍
を
修
復
し
て
再
興
し
た
が
﹆
久
し
く
平
僧
地
で
あ
っ
た
た
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め
元
禄
三
年
︵
一
六
九
〇
︶
に
岳
室
宝
積
︵
宝
永
四
年
︵
一
七
〇

七
︶
八
月
二
十
六
日
示
寂
︶
を
迎
え
て
寺
格
を
法
地
に
再
興
し
中
興

開
山
と
し
た
。
岳
室
宝
積
と
大
洋
宗
呑
と
の
関
係
は
明
確
に
な
ら
な

い
が
﹆
大
洋
か
そ
の
弟
子
ら
の
法
を
嗣
い
だ
と
こ
ろ
か
ら
當
寺
開
法

に
勧
請
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
副
田
勘
左
衛
門
の
女
が
尾
張
二
代
藩
主
徳
川
光
友
の
子
松
平
出
雲

守
に
嫁
ぎ
﹆
生
ま
れ
た
の
が
徳
雲
院
殿
心
月
電
光
大
童
子
で
あ
っ

た
。
し
か
し
﹆
延
宝
六
年
︵
一
六
七
八
︶
八
月
二
十
三
日
に
早
逝
し

た
た
め
﹆
禅
養
寺
で
葬
儀
を
行
い
開
基
と
し
た
。

　
明
治
期
に
な
る
と
﹆
二
十
世
拙
堂
達
玄
が
明
治
四
年
五
月
に
玄
関

を
﹆
同
六
年
三
月
に
稲
荷
堂
を
自
費
で
新
築
し
て
い
る
。
同
二
十
四

年
十
月
二
十
八
日
の
濃
尾
大
地
震
で
諸
堂
宇
は
倒
壊
し
た
が
﹆
同
二

十
八
年
に
再
興
さ
れ
た
。
そ
の
後
﹆
昭
和
五
十
七
年
十
月
に
は
本
堂

の
大
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
﹆
世
代
の
順
が
位
牌
と
墓
誌
で

は
異
な
っ
て
い
る
歴
住
も
み
え
る
が
﹆
こ
こ
で
は
位
牌
の
世
代
に

よ
っ
た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

當
寺
開
法 

大
洋
宗
呑 

寛
永
九
年
正
月
五
日

中
興
開
山 

岳
室
寳
積 

宝
永
四
年
八
月
二
十
六
日

二
世 

徳
峯
本
清 

元
文
四
年
二
月
十
五
日

三
世 

要
津
策
玄 

延
享
元
年
十
二
月
二
十
三
日

四
世 

特
巌
卓
志 

宝
暦
二
年
六
月
十
六
日

五
世 

梵
鷲
微
白 

宝
暦
三
年
五
月
二
十
二
日

六
世 

龍
堂
泰
唫 

天
明
七
年
正
月
五
日

七
世 

梵
中
泰
音 

安
永
三
年
三
月
二
十
二
日

八
世 

月
海
光
禅 

文
政
九
年
五
月
七
日

九
世 

寛
成
臨
道 

天
保
二
年
二
月
二
十
四
日

十
世 

敢
亭
義
勇 

文
政
十
一
年
五
月
二
十
一
日

十
一
世 

海
岸
道
水 

十
二
世 

十
三
世 

覚
翁
心
海 

十
四
世 

弘
道
仙
邦 

十
五
世 

子
道
大
應 

嘉
永
元
年
八
月
九
日

十
六
世 

仏
国
悟
宗 

安
政
元
年
六
月
十
日

十
七
世 

天
外
石
文 

明
治
四
年
二
月
十
八
日

十
八
世 

真
契
祐
天 

明
治
三
十
二
年
四
月
六
日

十
九
世 

玄
深
霊
海 

大
正
四
年
十
二
月
一
日

二
十
世 

拙
堂
達（羽
柴
）玄 

大
正
四
年
一
月
十
三
日
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二
十
一
世 

法
山
泰
道 

大
正
十
三
年
十
月
十
三
日

二
十
二
世 

得
髄
貫
道 

明
治
四
十
三
年
八
月

二
十
三
世 
巍
山
萬
乗 

明
治
四
十
二
年
六
月

二
十
四
世
中
興 
黙
山
素（加
藤
）道 

昭
和
十
二
年
二
月
十
六
日

二
十
五
世
重
興 

碧
雲
素（加
藤
）山 

昭
和
四
十
一
年
二
月
四
日

二
十
六
世 

天
心
素（加
藤
）明 
︵
前
住
︶

二
十
七
世 

太
奐
直（加
藤
）之 
︵
現
住
︶

宝
昌
寺
　
秋
葉
山
　
　
愛
知
374
　
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
花
常
字

東
屋
敷
三

　
宝
昌
寺
は
明
治
二
十
五
年
に
金
宝
山
林
昌
寺
よ
り
改
称
し
た
。
同

十
七
年
一
月
に
五
世
村
上
良
音
が
記
し
た
「
由
緒
書
」
に
よ
れ
ば
﹆

　
　
然
ル
ニ
寺
草
創
開
山
ハ
白
鳥
山
五
世
春
沢
祖
豊
老
師
也
天
正
年

中
織
田
家
清
洲
ニ
在
城
ノ
頃
信
長
公
招
請
ニ
応
シ
當
山
ヲ
開
拓

シ
法
堂
建
立
シ
御
本
尊
華
厳
ノ
釈
尊
脇
士
普
賢
文
殊
四
天
王
等

ヲ
奉
安
置
天
下
安
全
五
穀
成
就
武
運
長
久
火
災
消
除
ノ
為
メ
當山

鎮
㊦守　ニ
権
㍼現　ヲ
彼
ノ
尊
像　ノ
㍽奉
㍼勧
請
㍽矣

　
　
其
後
天
正
十
八
年
ニ
開
祖
遷
化
シ
玉
ヒ
副
住
大
洋
宗
呑
和
尚
ハ

法
持
寺
ヱ
移
転
シ
信
長
公
落
城
ノ
砌
リ
追
々
平
院
ト
成
ル
コ
ト

凡
二
百
五
十
余
年
間
︶
1
︵
也

と
あ
り
﹆
草
創
開
山
は
法
持
寺
五
世
春
沢
祖
豊
で
﹆
天
正
年
中
︵
一

五
七
三

－

九
一
︶
に
織
田
信
長
が
清
須
城
に
居
住
し
て
い
た
頃
﹆
法

堂
を
建
立
し
て
本
尊
﹆
脇
士
﹆
四
天
王
な
ど
を
奉
安
し
た
。
そ
の

後
﹆
天
正
十
八
年
︵
一
五
九
〇
︶
に
春
沢
が
示
寂
し
﹆
副
住
職
で
二

世
の
大
洋
宗
呑
は
法
持
寺
へ
転
住
し
た
。
信
長
は
天
正
十
年
︵
一
五

八
二
︶
六
月
二
日
に
本
能
寺
の
変
で
自
刃
し
た
た
め
﹆
寺
は
衰
退
し

平
僧
地
と
な
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
﹆
宝
昌
寺
の
過
去
帳
に
あ
る
由

緒
書
に
よ
れ
ば
﹆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
知
郡
熱
田
法
持
寺
末
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
宗
曹
洞
派

　
　
海
東
郡
花
常
村
　
　
　
　
金
宝
山
林
昌
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
僧
地

　
　
一
﹆
慶
長
三
戊
年
入
江
夢
庵
開
基
と
相
見
申
候
事
夢
庵
何
人
等

申
儀
不
相
知
候

　
　
一
﹆
開
山
は
本
寺
法
持
寺
五
代
春
沢
和
尚
等
相
見
申
候
事

　
　
一
﹆
境
内
広
サ
之
儀
此
節
尓
等
致
シ
候
儀
難
申
候
尤
除
地
等
相

見
申
候
事

　
　
一
﹆
花
常
村
え
引
寺
之
境
相
知
不
申
候
慶
長
年
右
村
に
建
立
等
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相
見
候
事

　
　
　
　
　
二
月

　
　
一
﹆
金
宝
山
林
昌
寺
境
内
壱
反
六
畝
弍
拾
五
歩
伊
奈
備
前
守
殿

御
除
地
文
化
元
甲
子
年
七
月
廿
七
日
本
山
禄

（
マ
マ
）所
正
眼
役
寮

よ
り
改
有
之
候

と
あ
り
﹆
慶
長
三
年
︵
一
五
九
八
︶
に
入
江
夢
庵
︵
入
江
基
右
衛
門

の
こ
と
︶
が
開
基
と
な
っ
て
春
沢
を
開
山
に
迎
え
た
と
あ
︶
2
︵
る
。
す
で

に
春
沢
は
示
寂
し
て
い
る
た
め
﹆
二
世
大
洋
宗
呑
か
あ
る
い
は
中
興

の
一
庭
舟
︵
寛
文
十
年
︵
一
六
七
〇
︶
四
月
二
日
示
寂
︶
が
春
沢
を

勧
請
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
二
世
大
洋
宗
呑
以
後
の
世
代
は
﹆
過
去
帳
に
﹆

　
　
當
寺
前
住
宗
外
禪
燈
上
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
明
三
癸
卯
年
三
月
九
日

　
　
當
寺
靈
麟
本
瑞
上
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
政
八
丙
辰
年
四
月
朔
日

　
　
當
寺
前
住
勝
參
別
宗
上
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
七
庚
午
正
月
七
日

　
　
當
寺
前
住
心
入
大
賢
上
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
政
十
二
年
丑
十
二
月
廿
六
日

　
　
當
寺
前
住
大
鏡
照
山
上
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
保
四
癸
巳
十
一
月
廿
日

　
　
當
寺
前
住
大
覺
正
宗
首
座

と
あ
る
が
﹆
す
べ
て
前
住
と
な
っ
て
お
り
﹆
正
確
な
世
代
さ
え
も
明

ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
文
化
元
年
︵
一
八
〇
四
︶
六
月
十
二
日
に
は
酒
井
惣
吉
﹆
藤
原
利

貞
﹆
母
方
の
先
祖
で
あ
る
開
基
の
夢
庵
の
一
六
一
年
忌
法
要
を
営
ん

で
い
︶
3
︵

る
。
そ
の
時
﹆
酒
井
惣
吉
は
春
沢
の
位
牌
を
再
建
し
て
お
り
﹆

そ
の
位
牌
に
は
﹆

　
　︵
表
︶
前
総
持
當
寺
開
山
春
沢
豊
大
和
尚
禅
師

　
　︵
裏
︶
天
正
十
八
庚
寅
年
三
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
惣
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
建
之

と
あ
る
。
そ
の
後
﹆
入
江
氏
の
衰
微
に
よ
り
﹆
一
時
﹆
村
預
り
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
正
眼
寺
文
書
の
「
法
持
寺
末
寺
住
職
隠
居
届
」
に
よ
れ
ば
﹆

　
　
當
寺
小
末
寺
海
東
郡
花
常
村
林
昌
尼
寺
光
岳
尼
安
政
三
年
辰
十

月
隱
居
仕
候
後
住
病
氣
に
付
年
越
無
住
節
之
御
奉
申
上
︶
4
︵
候

と
あ
り
﹆
安
政
三
年
︵
一
八
五
六
︶
十
月
﹆
光
岳
尼
は
隠
居
し
た
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が
﹆
後
住
は
病
気
で
無
住
と
な
っ
て
い
た
。
過
去
帳
の
前
住
の
世
代

は
続
い
て

　
　
覺
音
淨
貞
法
尼
　
　
寛
政
十
一
己
未
年
正
月
八
日

　
　
貞
珊
良
岳
法
尼
　
　
文
化
十
三
子
年
九
月
四
日

　
　
光
岳
恵
忍
法
尼
　
　
嘉
永
六
丑
年
八
月
十
七
日

　
　
貞
倫
淸

法
尼
　
　
安
政
四
巳
年
四
月
二
十
五
日

　
　
純
識
淨
生
法
尼
　
　
萬
延
元
申
年
十
一
月
十
八
日

　
　
悦
應
貞
純
法
尼

と
あ
る
た
め
﹆
実
質
は
﹆
尼
僧
が
住
持
し
て
い
た
尼
寺
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
︶
二
月
﹆
花
常
村
庄
屋
の
文
蔵
と

林
昌
寺
旦
方
の
重
吉
は
﹆
林
昌
寺
を
法
地
と
し
て
再
興
す
る
た
め
﹆

法
持
寺
二
十
八
世
鼎
三
を
﹆
再
興
開
山
へ
迎
え
る
旨
を
正
眼
寺
に
願

上
げ
﹆

　
　
　
　
　
乍
恐
奉
願
上
候
御
事

　
　
愛
知
郡
熱
田
法
持
寺
末
寺
當
村
林
昌
寺
開
山
之
儀
は
右
法
持
寺

五
代
祖
豐
和
尚
に
て
天
正
十
八
寅
年
三
月
二
十
八
日
被
致

化

二
代
宗
呑
和
尚
迠
法
地
再
興
仕
度
本
寺
幷
旦
方
村
中
年
來
之
志

願
に
御
座
候
得
共
至
て
困
究
村
之
儀
に
付
右
催
も
難
仕
是
迠
空

敷
通
來
申
候
然
處
右
寺
住
僧
南
窓
僧
儀
今
般
隱
居
仕
候
跡
早
速

後
住
之
儀
可
奉
願
筈
御
座
候
處
後
住
御
願
之
儀
は
先
差
扣
今
般

法
地
再
興
仕
度
旦
方
村
中
一
統
奉
願
上
候
右
願
之
通
御
聞
濟
被

成
下
置
候
は
ば
再
興
開
山
之
儀
は
本
寺
法
持
寺
住
持
鼎
三
和
尚

を
相
立
申
度
奉
存
候
且
又
法
地
相
續
料
之
儀
は
別
紙
に
書
上
申

候
通
相
違
無
御
座
候
て
末
〵
無
斷
絶
法
地
相
續
可
仕
と
奉
存
候

勿
論
本
寺
幷
旦
方
村
中
何
れ
も
納
得
仕
何
方
に
少
も
故
障
無
御

座
候
間
願
之
通
相
叶
候
樣
寺
社
御
奉
行
所
へ
被
　
仰
達
被
下
置

候
は
ば
難
有
仕
合
可
奉
存
候
已
上

　
　
　
　
慶
應
三
年
卯
二
月

 

海
東
郡
花
常
村
　
　

 

庄
屋
　
文
　
藏
　
印
　
　

 

旦
方
　
重
　
吉
　
印︶

5
︵

　
　

　
　
　
　
　
正
眼
寺
御
役
寮

　
さ
ら
に
﹆
鼎
三
も
同
月
﹆
再
興
開
山
と
な
っ
て
伽
藍
開
法
を
行
う

旨
を
寺
社
奉
行
所
へ
願
上
げ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
奉
願
上
候
御
事

　
　
當
寺
末
寺
海
東
郡
花
常
村
林
昌
寺
開
山
之
儀
は
當
寺
五
代
祖
豐

和
尚
に
て
天
正
十
八
寅
年
三
月
廿
八
日
被
致

化
二
代
宗
呑
和

尚
迠
元
來
法
地
相
續
致
來
候
處
早
晩
之
頃
よ
り
歟
平
僧
住
職
地
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に
相
成
申
候
依
之
法
地
再
興
仕
度
當
寺
幷
旦
方
村
中
年
來
之
志

願
に
御
座
候
得
共
至
て
困
究
村
之
儀
に
付
右
催
も
難
仕
是
迠
空

鋪
過
來
候
然
處
右
寺
住
持
南
窓
︶
6
︵
僧
儀
今
度
致
隱
居
候
跡
早
速
後

住
之
儀
可
奉
願
候
筈
に
御
座
候
處
後
住
御
願
之
儀
は
先
差
扣
今

般
法
地
再
興
仕
度
旦
方
村
中
一
統
奉
願
上
候
右
願
之
通
被
　
仰

付
被
下
置
候
は
ば
再
興
開
山
之
儀
は
拙
僧
相
立
幷
伽
藍
開
法
之

儀
も
拙
僧
仕
度
奉
願
候
且
又
相
續
料
之
儀
は
村
方
よ
り
別
紙
に

書
上
申
候
通
相
違
無
御
座
候
て
末
々
無
斷
絶
法
地
相
續
可
仕
と

奉
存
候

　
　
右
遂
吟
味
候
處
當
寺
は
勿
論
檀
方
村
中
何
れ
も
納
得
仕
錄
所
正

眼
寺
え
も
申
達
何
方
に
少
も
故
障
無
御
座
候
間
右
願
通
被
　
仰

付
下
置
候
は
ば
難
有
仕
合
可
奉
存
候
已
上

　
　
　
　
慶
應
三
年
卯
二
月 

愛
知
郡
熱
田
　
　
　
　

 

法
　
持
　
寺
　
印
　
　

 

鼎
　
　
三
　
書
︶
7
︵

印
　
　

　
　
　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
ま
た
﹆
鼎
三
は
林
昌
寺
法
地
再
興
の
相
続
料
金
五
両
を
預
り
置
く

こ
と
も
寺
社
奉
行
所
へ
申
上
げ
て
お
り
﹆

　
　
　
　
　
御
願
旁
御
達
申
上
候
御
事

　
　
一
　
金
五
兩
也

　
　
右
は
今
般
當
寺
末
寺
海
東
郡
花
常
村
林
昌
寺
儀
法
地
再
興
奉
願

候
に
付
別
紙
村
方
よ
り
書
上
之
通
右
寺
相
續
料
に
備
置
申
渡
奉

存
候
尤
拙
僧
再
興
開
山
に
相
立
申
に
付
本
寺
之
の
冥
加
金
は
爲

納
不
申
候
間
右
寺
相
續
料
の
み
何
卒
前
顯
之
金
子
御
奉
行
所
之

御
預
り
被
成
下
御
證
文
之
儀
は
林
昌
寺
宛
に
御
指
下
ケ
被
仰
付

被
下
置
候
樣
仕
度
奉
願
候
依
之
御
願
旁
御
達
申
上
候
已
上

　
　
　
　
慶
應
三
年
卯
二
月 

愛
知
郡
熱
田
　
　
　
　

 

法
　
持
　
寺︶

8
︵

　
　

　
　
　
　
　
寺
社
御
奉
行
所

　
そ
の
結
果
﹆
同
︶
9
︵

月
に
寺
社
奉
行
所
﹆
正
眼
寺
よ
り
鼎
三
へ
﹆
林
昌

寺
再
興
開
山
の
免
状
申
渡
が
下
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
免
　
狀
　
申
　
渡

 

熱
田
　
法
持
寺
　
　
　
　

 

鼎
　
　
三
　
　

　
　
其
寺
末
寺
海
東
郡
花
常
村
林
昌
寺
儀
二
代
宗
呑
迠
法
地
相
續
い

た
し
來
候
處
早
晩
之
頃
よ
り
歟
平
僧
住
職
地
に
相
成
居
候
付
今

般
法
地
再
興
致
度
右
願
之
通
相
濟
候
は
ば
其
方
致
開
法
再
興
開

山
之
儀
も
其
方
相
立
度
之
旨
願
之
趣
夫
〵
吟
味
之
上
承
届
候
條
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永
久
法
地
相
續
幷
伽
藍
傳
法
斷
絶
無
之
樣
可
被
取
斗
者
也

　
　
　
　
慶
應
三
年
卯
二
月

 

正
　
眼
　
寺
　
㊞
　
　

 

熱
田
　
法
持
寺
　
　

　
　
其
寺
末
寺
海
東
郡
花
常
村
林
昌
寺
開
山
祖
豐
二
代
宗
呑
迠
法
地

に
候
處
早
晩
之
頃
よ
り
歟
平
僧
住
職
相
成
候
付
法
地
再
興
致
度

右
願
之
通
相
濟
候
は
ば
其
方
致
開
法
再
興
開
山
に
も
相
立
度
旨

夫
〵
願
之
通
承
屆
候
條
永
々
法
地
斷
絶
無
之
樣
可
心
得
候

　
　
　
　
慶
應
三
年
卯
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
社
奉
行
所
　
㊞︶

10
︵

　
林
昌
寺
法
地
起
立
に
は
﹆
鼎
三
の
弟
子
碓
傳
が
働
い
て
い
た
よ
う

で
﹆
宝
昌
寺
文
書
整
理
番
号
三
十
二
に
は
﹆

　
　
　
慶
應
三
卯
年
二
月

　
　
法
地
起
立
諸
願
達
客

 

林
昌
二
世
碓
傳
叟
　
　

と
あ
り
﹆
寺
社
奉
行
所
や
正
眼
寺
へ
法
地
起
立
諸
願
達
を
届
け
て
い

る
。
二
世
に
は
﹆
碓
傳
衣
燈
が
就
き
﹆
三
世
は
節
道
晩
香
﹆
四
世
萬

慶
全
透
﹆
五
世
琴
堂
良
音
と
続
い
た
。
良
音
代
の
明
治
十
五
年
六
月

十
八
日
に
は
秋
葉
寺
出
張
教
会
所
と
な
り
﹆
秋
葉
教
会
愛
知
本
部
と

し
て
﹆
愛
知
県
下
の
秋
葉
講
な
ど
の
講
中
総
取
締
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
再
興
開
山
の
鼎
三
が
明
治
十
四
年
に
秋
葉
寺
の
復
寺
第
一
世
に

な
っ
た
た
め
﹆
秋
葉
寺
役
僧
と
な
り
秋
葉
寺
本
殿
再
建
に
尽
力
し
た

の
で
あ
︶
11
︵
る
。

　
そ
こ
で
﹆
同
二
十
六
年
五
月
三
十
一
︶
12
︵
日
に
は
﹆

　
　
　
　
　
改
　
寺
　
届

 

大
治
村
大
字
花
常
　
　

 

寶
　
昌
　
寺
　
　

　
　
右
舊
稱
林
昌
寺
を
六

（
マ
マ
）月
三
十
一
日
願
濟
改
寺
候
ニ
付
御
届
仕

候
也

 

右
　
寺
　
住
　
職
　
　

　
　
　
　
　
年
　
月
　
日

　
　
　
海
東
郡
大
治
村
助
役
　
伊
藤
六
三
郎
︶
13
︵

殿

と
改
寺
届
の
控
が
あ
り
﹆
林
昌
寺
よ
り
宝
昌
寺
へ
改
号
す
る
と
と
も

に
﹆
山
号
も
金
宝
山
よ
り
秋
葉
山
と
改
称
し
た
。
さ
ら
に
﹆
良
音
は

明
治
三
十
六
年
に
本
堂
を
再
建
し
て
お
り
﹆
昭
和
五
十
一
年
に
八
世

天
真
無
学
が
修
復
し
た
。

︵
１
︶ 
宝
昌
寺
文
書
整
理
番
号
一
七
四
の
「
由
緒
書
」
に
あ
る
。
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︵
２
︶  

『
大
治
町
史
』︵
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
　
大
治
町
役
場
︶
四
六
八

頁
の
宝
昌
寺
由
緒
﹆『
愛
知
県
歴
史
全
集
』
寺
院
編
︵
昭
和
六
十
一

年
七
月
　
愛
知
県
史
誌
出
版
協
会
︶
四
九
九
頁
の
「
秋
葉
山
宝
昌

寺
」
に
い
う
。

︵
３
︶ 

宝
昌
寺
の
過
去
帳
の
由
緒
書
に
﹆

　
　 

文
化
元
甲
子
年
六
月
十
二
日
當
寺
開
基
夢
庵
居
士
當
年
百
六
拾
一
年

に
相
成
酒
井
惣
吉
藤
原
利
貞
母
方
之
先
祖
開
基
故
寸
志
之
法
会
等
致

供
養
其
上
當
寺
開
基
之
儀
本
山
不
申
及
一
家
中
幷
在
所
之
人
々
承
候

處
當
寺
之
儀
は
入
江
甚
右
衛
門
法
名
夢
庵
等
申
人
開
基
に
て
何
之
年

開
基
等
申
事
不
知
當
寺
も
無
住
勝
に
て
寺
は
村
預
り
に
も
相
成
入
江

氏
之
子
孫
も
追
々
衰
微
致
委
細
之
書
付
言
伝
等
尓
等
致
候
事
無
御
座

付
寺
社
方
御
役
所
に
て
御
内
々
之
御
吟
味
頼
候
處
書
付
被
下
候
写
左

之
通

 

　
と
あ
り
﹆
明
ら
か
に
な
る
。

︵
４
︶  

正
眼
寺
文
書
︵
現
在
﹆
愛
知
学
院
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
︶
整
理

番
号
一
六
二
二
に
あ
る
。

︵
５
︶ 

宝
昌
寺
文
書
整
理
番
号
三
十
。

︵
６
︶  

正
眼
寺
﹆
寺
社
奉
行
所
へ
の
願
上
で
は
﹆
南
窓
の
隠
居
と
あ
る

が
﹆
南
窓
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
﹆
当
時
の
住
持
は
﹆

純
識
浄
生
法
尼
か
悦
應
貞
純
法
尼
で
な
か
ろ
う
か
。

︵
７
︶ 

宝
昌
寺
文
書
整
理
番
号
三
十
三
。

︵
８
︶ 

宝
昌
寺
文
書
整
理
番
号
三
十
八
。

︵
９
︶  

昭
和
十
一
年
六
月
調
査
の
「
曹
洞
宗
寺
籍
簿
」
の
宝
昌
寺
由
緒
に

よ
れ
ば
﹆
二
月
二
十
四
日
と
あ
る
。

︵
10
︶ 

宝
昌
寺
文
書
整
理
番
号
四
十
二
。

︵
11
︶  

拙
著
『
白
鳥
鼎
三
和
尚
研
究
』︵
昭
和
五
十
七
年
六
月
　
第
一
書

房
︶
八
十
六
頁
の
第
一
篇
第
五
章
秋
葉
寺
住
持
時
代
の
第
六
節
に
詳

し
く
述
べ
て
い
る
。

︵
12
︶  

昭
和
十
一
年
六
月
調
査
の
「
曹
洞
宗
寺
籍
簿
」
の
宝
昌
寺
由
緒

に
﹆
五
月
三
十
一
日
と
あ
る
。

︵
13
︶  

宝
昌
寺
文
書
整
理
番
号
二
十
五
に
は
六
月
と
あ
る
が
﹆
五
月
の
誤

り
で
あ
ろ
う
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
山 

春
沢
祖
豊 

天
正
十
八
年
三
月
二
十
八
日

二
世 

大
洋
宗
呑 

寛
永
九
年
一
月
五
日

法
地
開
山 

鼎
三
即（白
鳥
）一 

明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

二
世 

碓
傳
衣（栗
木
）燈 

明
治
三
十
五
年
八
月
十
日

三
世 

節
道
晩
香 

明
治
六
年
三
月
二
十
一
日

四
世 

萬
慶
全
透 

明
治
十
七
年
一
月
二
日

五
世
中
興 

琴
堂
良（村
上
）音 

明
治
三
十
八
年
八
月
二
十
八
日

六
世 

大
應
禅
晃 

七
世 

徹
覚
継
宗 

大
正
八
年
五
月
十
五
日

八
世 

天
真
無（大
野
）学 

昭
和
五
十
六
年
四
月
十
日
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九
世 

大
徹
良（大
野
）範 

︵
現
住
︶

東
昌
寺
　
放
光
山
　
　
愛
知
372
　
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
東
条
字

郷
内
四
五

　
東
昌
寺
は
『
尾
張
徇
行
記
』
に
よ
れ
ば
﹆
草
創
年
次
は
不
詳
で
﹆

初
め
東
照
庵
と
称
し
た
。
享
保
十
二
年
︵
一
七
二
七
︶
に
法
持
寺
十

二
世
弘
海
義
全
が
東
昌
庵
と
改
号
し
中
興
し
た
。
山
号
は
法
光
山
で

あ
る
が
﹆『
尾
張
志
』
に
は
放
光
山
と
あ
る
。

　
明
治
十
九
年
一
月
に
提
出
さ
れ
た
東
昌
寺
「
寺
籍
財
産
明
細
帳
」

は
兼
務
住
職
の
正
法
寺
二
十
三
世
法
従
慧
音
が
記
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
﹆
す
で
に
大
達
玄
中
が
開
山
と
な
っ
て
お
り
﹆
明
治
十
九

年
以
前
に
法
従
が
本
師
の
大
達
を
勧
請
し
て
法
地
と
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
法
持
寺
に
所
蔵
す
る
『
本
堂
並
諸
堂
瓦
葺
替
記
録
』
の
明

治
九
年
六
月
に
鼎
三
即
一
が
検
査
し
た
修
営
収
額
に

　
一
﹆
金
五
円
　
東
昌
寺
同
恩
金

と
あ
る
。
法
地
起
立
の
再
興
報
恩
金
を
本
寺
へ
納
め
た
わ
け
で
﹆
明

治
九
年
六
月
以
前
に
法
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
正
法
寺
の
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
明
治
二
十
六
年
は
正
法
寺
の
本
堂

棟
札
に
よ
る
と
﹆
法
従
の
弟
子
投
杖
葛
龍
が
住
職
で
あ
っ
た
。
ま

た
﹆
同
三
十
三
年
に
は
殿
鐘
を
什
具
と
し
て
い
る
こ
と
が
﹆
鐘
銘
に

　
　
発
起

　
海
東
郡
大
治
村
東
條
中

　
　
　
　
惣
代
　
安
井
吉
次
郎

　
　
明
治
三
十
三
子
年
旧
二
月

　
　
　
　
東
昌
寺

　
　
　
　
　
三
世
　
葛
龍
代
新
調

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
平
成
十
年
二
月
十
一
日
に
火
災

に
あ
い
﹆
地
蔵
堂
を
残
し
て
焼
失
し
た
た
め
﹆
現
在
は
再
建
に
努
め

て
い
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

法
地
開
山 

大
達
玄（
森
）中 

明
治
六
年
九
月
九
日

二
世 

法
従
慧（久
田
）音 

明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
八
日

三
世 

徳
有
東（雉
本
）隣 

明
治
二
十
六
年
旧
三
月
二
十
九
日

四
世 

投
杖
葛
龍 

大
正
十
一
年
十
一
月
六
日

五
世 

即
応
泰（武
田
）道 

昭
和
十
年
二
月
六
日

六
世 

祥
巌
石（勝
川
）雲 

昭
和
四
十
四
年
二
月
十
九
日

七
世 

豊
仙
洞（小
林
）龍 

八
世 

大
成
良（勝
川
）寛 

昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十
三
日
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九
世 

徳
応
一（勝
川
）義 

︵
前
住
︶

十
世 

大
順
賢（丹
羽
）孝 

︵
現
住
︶

東
光
寺
　
島
陰
山
　
　
愛
知
370
　
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
堀
之
内

字
郷
中
二
八
九

　
東
光
寺
は
『
尾
張
徇
行
記
』
に
よ
れ
ば
﹆
弘
治
三
年
︵
一
五
五

七
︶
に
法
持
寺
四
世
仙
英
良
菊
の
草
創
と
い
う
。
同
寺
の
過
去
帳
に

よ
れ
ば
﹆
仙
英
は
同
年
八
月
十
日
に
示
寂
し
て
い
る
た
め
﹆
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
開
創
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
同
寺
所
蔵
の
「
昭
和

三
十
四
年
己
　
　
亥
年
一
月
ヨ
リ
當
寺
世
代
繰
出
表
」
に
よ
れ
ば
﹆

　
　
平
僧
仙
翁
鶴
公
首
座
　 

天
文
十
三
甲
　
　
辰
六
月
廿
八
日
　
四
百
十

六
年

　
　
法
持
四
世

當
寺
開
山
仙
英
舜
菊
大
和
尚
　 

弘
治
三
丁
　
　
巳
八
月
十
日
　
四
百
〇

三
年

　
　
平
僧
本
州
源
公
首
座
　 

天
正
十
四
丙
　
　
戌
七
月
廿
二
日
　
三
百
七

十
四
年

と
あ
り
﹆
諱
が
舜
菊
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
﹆
仙
翁
﹆
本
州
ら
が
草

創
に
関
係
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
の
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
が
﹆
位
牌
に

︵
表
︶　
當
寺
中
興
別
禅
即
清
和
尚

︵
裏
︶　
宝
永
四
丁
　
　
亥
年
三
月
十
五
日
　
七
代

︵
表
︶　
三
部
都
法
権
大
僧
都
法
印
諦
了
大
和
尚

︵
裏
︶　
堀
之
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
光
寺
本
尊
聖
観
音
運
慶
作
寄
附
之

　
　
　
　
正
徳
二
壬
　
　
辰
十
一
月
十
八
日
　
奉
入
仏

と
記
さ
れ
た
も
の
が
存
在
し
て
い
る
た
め
﹆
七
代
の
別
禅
即
清
が
中

興
し
て
い
る
。
ま
た
﹆
正
徳
二
年
︵
一
七
一
二
︶
十
一
月
十
八
日
に

は
﹆
諦
了
が
寄
附
し
た
運
慶
作
の
聖
観
音
の
入
仏
式
を
行
っ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
そ
の
後
﹆
萊
翁
黙
仙
︵
一
七
一
三

－

一
八
〇
〇
︶
が
法
地

開
闢
の
開
祖
と
な
っ
た
。
二
世
は
黙
仙
の
法
嗣
曇
華
泰
秀
︵
仏
音
寺

五
世
︶
が
就
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
曇
華
が
本
師
の
黙
仙
を
勧
請

し
て
法
地
開
闢
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
﹆
そ
の
年
次
は
不

詳
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
の
濃
尾
大
震
災
で
は
本
堂
﹆
庫
裡

な
ど
が
全
倒
し
た
た
め
﹆
前
堂
を
建
立
し
て
仮
住
い
と
し
た
。
翌
二

十
五
年
三
月
か
ら
本
堂
の
再
建
に
着
手
し
﹆
六
月
に
は
落
成
し
て
七
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月
一
日
に
入
仏
式
を
行
っ
た
。
そ
の
他
の
建
物
は
﹆
翌
二
十
六
年
六

月
に
な
っ
て
す
べ
て
再
建
竣
功
さ
れ
﹆
九
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
震

災
死
亡
者
の
三
回
忌
に
あ
た
り
尸
羅
会
を
啓
建
し
た
。
七
世
田
中
是

門
は
震
災
後
三
年
間
に
堂
塔
を
復
興
し
た
の
で
あ
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
山 

仙
英
舜
菊 
弘
治
三
年
八
月
十
日

法
地
開
山 

萊
翁
黙
仙 
寛
政
十
二
年
七
月
二
十
八
日

二
世 

曇
華
泰
秀 

文
政
十
三
年
一
月
四
日

三
世 

南
嶺
梅
芳 

慶
応
元
年
五
月
三
十
日

四
世 

徳
室
道
隣 

文
久
二
年
五
月
六
日

五
世 

快
翁
慧
心 

明
治
十
七
年
旧
九
月
二
十
八
日

六
世 

大
慶
俊
成 

明
治
二
十
八
年
七
月
十
八
日

七
世 

習
学
是（田
中
）門 

昭
和
四
年
二
月
十
五
日

八
世 

徳
翁
良
順 

大
正
七
年
十
一
月
二
日

九
世 

大
應
圓（真
野
）成 

昭
和
五
十
四
年
七
月
三
日

十
世 

大
峯
宜（真
野
）昭 

︵
現
住
︶

正
法
寺
　
日
東
山
　
　
愛
知
367
　
愛
知
県
あ
ま
市
上
萱
津
車
屋
一

　
正
法
寺
は
所
蔵
す
る
『
慶
長
縁
起
』
に
よ
れ
ば
﹆
天
平
勝
宝
年
中

︵
七
四
九

－

五
七
︶
に
唐
僧
の
東
巌
北
が
阿
波
手
森
の
あ
た
り
に
来

て
﹆
日
夜
﹆
坐
禅
し
て
い
る
の
に
地
元
の
人
が
帰
依
し
﹆
小
庵
を
営

み
萱
津
神
社
︵
当
時
は
草
社
︶
の
社
僧
と
し
た
。
こ
の
小
庵
が
正
法

寺
の
草
創
で
あ
る
。
東
巌
の
霊
力
を
知
る
逸
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
宝

亀
十
一
年
︵
七
八
〇
︶
に
奥
羽
の
福
島
県
信
夫
の
里
か
ら
若
夫
婦

︵
夫
・
恩
雄
﹆
妻
・
藤
姫
︶
が
萱
津
の
宿
に
き
た
。
し
か
し
﹆
妻
は

高
熱
で
動
け
ず
﹆
夫
は
昼
夜
不
眠
の
看
護
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
東
巌
は
こ
れ
を
聞
き
﹆
懇
ろ
に
弔
い
埋
葬

し
て
塚
を
築
い
た
。
夫
は
東
巌
の
も
と
に
身
を
よ
せ
墓
前
に
参
っ
て

い
た
が
﹆
剃
髪
し
て
弟
子
と
な
り
﹆
墓
の
近
く
に
庵
を
建
て
て
住
ん

だ
。
翌
天
応
元
年
︵
七
八
一
︶
秋
﹆
京
の
都
に
住
ん
で
い
た
橋
本
中

将
が
東
国
へ
赴
く
途
中
﹆
萱
津
の
宿
に
留
ま
り
古
跡
な
ど
を
み
て
い

た
。
そ
の
時
﹆
近
く
の
庵
か
ら
の
誦
経
の
声
に
ひ
か
れ
み
て
み
る

と
﹆
若
い
僧
が
一
心
に
本
尊
薬
師
如
来
に
向
か
っ
て
誦
経
し
て
い

る
。
対
面
し
て
話
を
聞
く
と
﹆
藤
姫
は
橋
本
中
将
が
信
夫
の
里
に
赴

任
し
て
い
た
時
﹆
里
の
女
と
の
間
に
で
き
た
子
で
あ
っ
た
。
驚
き
﹆
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悲
し
ん
だ
橋
本
中
将
は
﹆
東
巌
を
招
き
藤
姫
に
会
う
こ
と
を
願
っ
た

と
こ
ろ
﹆
東
巌
は
唐
に
い
た
頃
に
得
た
反
魂
香
を
薫
じ
て
秘
法
を
修

し
た
。
す
る
と
旅
姿
で
白
い
布
を
頭
か
ら
背
に
杖
を
も
っ
た
藤
姫
の

姿
が
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
﹆
声
を
か
け
よ
う
と
し
て
も
声
は
出

ず
﹆
近
づ
こ
う
と
し
て
も
動
け
ず
﹆
や
が
て
香
煙
と
と
も
に
藤
姫
の

姿
も
消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
来
﹆
里
人
た
ち
は
こ
の
塚
を
反
魂

香
塚
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
東
巌
も
延
暦
十
三

年
︵
七
九
四
︶
四
月
二
十
日
に
示
寂
し
た
。

　
正
法
寺
の
往
古
は
﹆
所
領
も
多
く
仏
閣
も
建
ち
並
び
多
く
の
僧
や

修
験
者
が
住
ん
で
い
た
。
中
世
に
な
る
と
所
領
は
失
い
﹆
慶
長
十
四

年
︵
一
六
〇
九
︶
の
水
災
で
は
所
領
の
田
畠
が
砂
漠
と
な
り
﹆
寺
運

は
衰
微
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
他
の
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら

な
い
が
﹆
寛
永
元
年
︵
一
六
二
四
︶
に
は
法
持
寺
八
世
月
峰
慶
呑
が

伽
藍
を
再
建
し
法
脈
を
定
め
て
伝
法
第
一
世
と
な
っ
た
。「
正
法
寺

縁
起
」
に
よ
れ
ば
﹆
元
和
元
年
︵
一
六
一
五
︶
に
中
興
開
山
と
な

り
﹆
法
持
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
と
あ
る
が
﹆『
尾
張
徇
行
記
』
に
は

元
和
年
中
︵
一
六
一
五

－

二
三
︶
に
月
峰
が
再
建
し
た
と
い
う
。
四

世
徳
禅
重
呑
は
元
禄
︵
一
六
八
八

－

一
七
〇
三
︶
頃
に
隠
居
所
と
し

て
薬
師
寺
︵
あ
ま
市
上
萱
津
矢
台
︶
を
建
立
し
て
お
り
﹆
八
世
義
山

淳
孝
は
享
保
八
年
︵
一
七
二
三
︶
八
月
に
喚
鐘
の
銘
を
記
し
た
。
ま

た
﹆
別
の
喚
鐘
に
は
十
二
世
劫
外
百
春
が
明
和
五
年
︵
一
七
六
八
︶

六
月
に
銘
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
山
号
が
日
東
山
と
な
っ
て
い

る
が
﹆
明
和
年
間
︵
一
七
六
四

－

七
一
︶
以
前
は
妙
心
山
で
あ
っ

た
。

　
法
持
寺
二
十
七
世
大
達
玄
中
は
﹆
安
政
六
年
︵
一
八
五
九
︶
秋
に

法
持
寺
を
退
隠
し
正
法
寺
の
鑑
住
と
な
っ
て
い
る
。
正
式
の
住
職
で

は
な
く
鑑
寺
で
あ
る
が
﹆
中
興
と
な
っ
て
い
る
。
世
代
に
は
入
っ
て

い
な
か
っ
た
が
﹆
後
に
法
嗣
ら
に
よ
っ
て
二
十
二
世
中
興
と
さ
れ

た
。
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
に
起
き
た
濃
尾
大
地
震
に
よ
り

堂
宇
は
倒
壊
し
た
が
﹆
同
二
十
六
年
十
一
月
に
本
堂
﹆
開
山
堂
な
ど

は
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
﹆
昭
和
十
一
年
に
は
庫
裡
が
再
建
さ
れ
て
い

る
。
二
十
七
世
即
應
泰
道
は
明
治
三
十
五
年
一
月
に
『
粟
殿
森
藪
香

物
並
反
魂
塚
縁
起
』
を
﹆
九
月
に
は
『
叢
林
』
を
刊
行
し
て
﹆
地
元

に
伝
わ
る
名
所
の
縁
起
や
叢
林
に
安
居
修
行
す
る
雲
水
の
指
南
書
を

著
わ
し
て
い
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
山 

東
巌
　
北 

延
暦
十
三
年
四
月
二
十
日

法
地
開
山 

月
峰
慶
呑 

承
應
四
年
二
月
三
日
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二
世 

春
巌
百
甫 

寛
文
十
年
八
月
二
十
六
日

三
世 

鐵
華
独
舟 

四
世 
徳
重
禅
天 

正
徳
三
年
三
月
二
十
八
日

五
世 
逸
宗

雄 

天
和
二
年
十
月
一
日

六
世 

圓
山
慈
智 

元
禄
十
五
年
四
月
十
七
日

七
世 

萬
瑞
永
善 
享
保
三
年
十
月
二
十
四
日

八
世 

義
山
淳
孝 
宝
暦
七
年
三
月
六
日

九
世 

輪
峰
実
践 

宝
暦
三
年
二
月
十
七
日

十
世 

石
梁
静
居 

天
明
二
年
二
月
九
日

十
一
世 

密
門
定
賢 

明
和
元
年
四
月
二
十
日

十
二
世 

劫
外
百
春 

寛
政
五
年
十
一
月
十
一
日

十
三
世 

利
山
春
享 

十
四
世 

天
倫
恒
運 

文
化
七
年
八
月
十
四
日

十
五
世 

大
晏
魯
康 

寛
政
九
年
二
月
十
一
日

十
六
世 

嘨
山
大
蟲 

文
化
二
年
五
月
二
十
六
日

十
七
世 

恭
道
常
謙 

享
和
元
年
七
月
十
七
日

十
八
世 

大
機
頑
牛 

天
保
五
年
五
月
十
八
日

十
九
世 

一
山
顯
宗 

文
政
十
一
年
七
月
十
二
日

二
十
世 

禅
巌
宗
恪 

元
治
元
年
二
月
二
十
四
日

二
十
一
世 

超
然
笑
同 

明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
六
日

二
十
二
世 

大
達
玄（
森
）中 

明
治
六
年
九
月
九
日

二
十
三
世 

法
従
慧（久
田
）音 

明
治
三
十
八
年
三
月
二
日

二
十
四
世 

柏
禅
尊
生 

文
久
三
年
十
月
十
八
日

二
十
五
世 

徳
有
東（雉
本
）隣 

明
治
二
十
六
年
五
月
十
四
日

二
十
六
世 

投
杖
葛
龍 

大
正
十
一
年
十
一
月
六
日

二
十
七
世 

即（
通
）應泰
道 

昭
和
十
年
二
月
六
日

二
十
八
世 

拙
堂
魯（水
野
）中 

明
治
三
十
二
年
十
月
十
六
日

二
十
九
世 

鶴
道
仙（青
山
）翎 

大
正
七
年
一
月
二
日

三
十
世 

禅
機
悦（村
上
）堂 

大
正
十
二
年
八
月
四
日

三
十
一
世 

無
文
良
章 

大
正
十
二
年
五
月
十
二
日

三
十
二
世
再
中
興 

祥
巌
石（勝
川
）雲 

昭
和
四
十
四
年
二
月
十
九
日

三
十
三
世 

大
成
良（勝
川
）寛 

昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十
三
日

三
十
四
世 

大
順
賢（丹
羽
）孝 

現
住

延
命
寺
　
青
林
山
　
　
愛
知
368
　
愛
知
県
あ
ま
市
坂
牧
郷
三
〇

　
延
命
寺
の
前
身
は
『
類
聚
国
史
』
巻
一
八
〇
に
﹆

　
　
貞
観
十
四
年
三
月
二
十
八
日
戊
戌
尾
張
国
海
部
郡
清
林
寺
列
㍼
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之
定
額
⊿

と
あ
る
。
貞
観
十
四
年
︵
八
七
二
︶
に
は
清
林
寺
と
称
し
て
お
り
﹆

創
建
当
時
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
。
後
に
真
言
宗
と
な
り
﹆
十
二
僧
坊

の
あ
る
大
伽
藍
で
あ
っ
た
が
﹆
年
を
経
る
に
つ
れ
て
衰
微
し
﹆
十
一

坊
が
断
絶
し
て
延
命
寺
坊
の
み
が
残
っ
た
。
そ
れ
を
天
文
十
四
年

︵
一
五
四
五
︶
に
法
持
寺
四
世
仙
英
良
菊
が
開
山
と
な
り
﹆
清
林
寺

の
寺
号
を
青
林
と
改
め
て
山
号
と
し
﹆
寺
号
を
延
命
寺
と
改
称
し
て

曹
洞
宗
に
改
宗
し
た
。

　
久
寿
年
中
︵
一
一
五
四

－

五
六
︶
に
源
頼
政
が
関
東
下
向
の
折
﹆

病
に
罹
っ
て
苦
し
ん
で
い
た
。
そ
の
時
﹆
清
林
寺
の
本
尊
延
命
地
蔵

菩
薩
に
祈
誓
し
た
と
こ
ろ
﹆
一
昼
夜
で
回
復
し
た
。
延
命
寺
の
仙
英

の
位
牌
裏
書
に
よ
れ
ば
﹆
頼
政
の
頃
よ
り
延
命
寺
と
呼
ん
で
い
た
古

伝
の
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
お
り
﹆
仙
英
が
曹
洞
宗
と
し
て
中
興
す
る

以
前
に
延
命
寺
と
改
称
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
延
命
寺
の
「
日
牌
帳
」
に
よ
れ
ば
﹆
仙
英
は
弘
治
三
年
︵
一
五
五

七
︶
八
月
十
日
﹆
二
世
黙
要
地
雷
は
寛
文
九
年
︵
一
六
六
九
︶
三
月

八
日
に
示
寂
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
一
一
二
年
間
の
差
異
が
あ

る
。
ま
た
﹆
黙
要
の
位
牌
に
は
﹆

︵
表
︶
前
総
持
當
寺
草
創
二
代
黙
要
地
雷
大
和
尚
禅
師

︵
裏
︶
寛
政
五
丑
三
月
十
一
日
寂
　
九
十
歳

と
あ
り
﹆
示
寂
は
寛
政
五
年
︵
一
七
九
三
︶
と
な
っ
て
い
る
た
め
﹆

開
山
の
仙
英
の
示
寂
日
と
は
二
三
六
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
﹆
仙
英
と
黙
要
と
は
師
資
で
な
い
。
そ
の
た
め
黙
要
が
草
創
の
二

代
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
実
質
は
黙
要
が
草
創
し
仙
英
を
勧
請
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
あ
た
り
の
詳
し
い
こ
と
は
不
詳
で
あ

る
。

　
そ
の
後
﹆
二
十
一
世
徳
翁
頑
童
は
文
政
十
年
︵
一
八
二
七
︶
夏
に

結
制
を
修
行
し
﹆
宝
篋
印
塔
を
建
立
し
た
。
ま
た
﹆
天
保
六
年
︵
一

八
三
五
︶
に
は
『
大
般
若
経
』
六
百
巻
を
吹
原
九
良
三
郎
﹆
伊
藤
治

良
左
衛
門
ら
の
寄
附
を
得
て
常
什
具
と
し
た
。
さ
ら
に
﹆
天
保
十
一

年
︵
一
八
四
〇
︶
正
月
に
は
開
山
の
位
牌
を
新
し
く
造
立
し
﹆
続
い

て
二
世
か
ら
十
一
世
ま
で
の
位
牌
も
修
復
し
て
い
る
。

　
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
に
は
﹆
濃
尾
大
震
災
に
よ
り
本
堂

な
ど
が
倒
壊
し
た
。
そ
こ
で
同
三
十
年
三
月
に
二
十
七
世
慧
等
兼
修

は
再
建
を
発
願
し
﹆
勧
募
文
を
記
し
て
寄
附
を
募
っ
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
同
三
十
七
年
春
﹆
奥
行
六
間
﹆
横
八
間
の
本
堂
及
び
開
山
堂

を
新
築
し
﹆
そ
の
後
﹆
庫
院
の
屋
根
修
覆
な
ど
が
成
っ
た
。
兼
修
は

同
三
十
七
年
四
月
二
十
二
日
に
遷
化
し
た
本
師
の
童
拳
天
珠
を
勧
請
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し
て
そ
の
功
を
譲
り
﹆
二
十
六
世
中
興
と
し
た
。
開
山
堂
に
は
天
珠

の
生
家
の
大
島
甚
左
衛
門
と
実
姉
の
得
應
全
瑞
尼
上
座
が
施
主
と

な
っ
て
天
珠
の
木
像
を
安
置
し
て
い
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

仙
英
良
菊 

 

弘
治
四
年
二
月
九
日
︵
弘
治
三
年
八
月

十
日
︶

二
世 

黙
要
地
雷 

 
寛
文
九
年
三
月
八
日
︵
寛
政
五
年
三
月

十
一
日
︶

三
世 

雪
江
補
心 

延
宝
四
年
五
月
十
一
日

四
世 

卍
伶
文
苗 

享
保
十
一
年
三
月
七
日

五
世 

説
乗
慈（
宣
）詮 

享
保
十
四
年
八
月
八
日

六
世 

浄
山
陽
泉 

安
永
四
年
二
月
九
日

七
世 

凰
山
祖
鳳 

元
文
四
年
六
月
六
日

八
世 

智
月
教
海 

享
保
十
一
年
十
一
月
三
十
日

九
世 

俊
成
養
愚 

宝
暦
二
年
二
月
五
日

九
世 

恭
海
寛
良 

十
世 

亨
国
田
利 

明
和
七
年
正
月
二
十
六
日

十
一
世 

天
巌
即
龍 

安
永
七
年
九
月
二
日

十
二
世 

海
旭
祖
泉 

文
化
二
年
十
二
月
二
十
一
日

十
三
世 

玉
洲
即
智 

宝
暦
十
一
年
六
月
十
二
日

十
四
世 

古
岩
証
道 

十
五
世 

徳
隠
實
全 

十
六
世 

正
覚
興
宗 

文
化
六
年
九
月
二
日

十
七
世 

暁
山
當
観 

文
化
三
年
四
月
十
四
日

十
八
世 

實
応（
宗
）祖参 

享
和
三
年
三
月
十
六
日

十
九
世 

禅
海
龍
淵 

文
政
七
年
六
月
三
日

二
十
世 

祖
海
圓
宗 

嘉
永
三
年
一
月
二
十
五
日

二
十
一
世 

徳
翁
頑
童 

嘉
永
七
年
三
月
十
一
日

二
十
二
世 

全
山
覚（
良
）仙 

慶
応
三
年
九
月
十
八
日

二
十
三
世 

天
外
玄（
暁
）教 

明
治
十
四
年
七
月
二
十
九
日

二
十
四
世 

英
山
来（杉
浦
）雄 

明
治
三
十
六
年
七
月
十
日

二
十
五
世 

大
寛
鐵
道 

明
治
二
十
八
年
七
月
二
十
三
日

二
十
六
世
中
興 

童
拳
天（大
島
）珠 

明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
二
日

二
十
七
世 

慧
等
兼（山
田
）修 

昭
和
十
四
年
八
月
十
五
日

二
十
八
世 

紹
三
崇（伊
藤
）隆 

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
九
日

二
十
九
世 

光
山
義（川
口
）明 

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
二
日

三
十
世 

慧
岳
石（水
野
）禅 

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
六
日

三
十
一
世 

諦
観
高（川
口
）明 

平
成
二
十
一
年
三
月
二
日
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三
十
二
世 

大
光
義（川
口
）照 

平
成
十
一
年
十
二
月
十
三
日

三
十
三
世 

大
徹
高（川
口
）風 

︵
現
住
︶

長
禅
寺
　
無
量
山
　
　
愛
知
356
　
名
古
屋
市
中
川
区
富
田
町
大
字
千
音

寺
字
南
屋
敷
二
七
八
二

　
長
禅
寺
の
草
創
は
不
詳
で
あ
る
が
﹆
古
く
は
平
田
山
極
楽
寺
と
称

し
﹆
大
伽
藍
で
あ
っ
た
。
本
尊
は
恵
心
僧
都
作
の
阿
弥
陀
如
来
﹆
脇

立
の
観
音
﹆
勢
至
両
菩
薩
は
慈
覚
大
師
作
と
い
わ
れ
る
。
天
正
十
年

︵
一
五
八
二
︶
八
月
八
日
に
は
尾
張
国
司
織
田
信
雄
よ
り
寄
進
状
を

受
け
て
お
り
﹆
開
基
と
も
な
っ
た
。

　
元
和
二
年
︵
一
六
一
六
︶
に
法
持
寺
六
世
大
洋
宗
呑
が
中
興
開
基

と
な
っ
て
再
建
し
﹆
万
治
元
年
︵
一
六
五
八
︶
に
は
無
量
山
長
禅
寺

と
改
号
し
た
。
昭
和
二
十
年
五
月
十
七
日
の
戦
災
で
伽
藍
を
焼
失
し

た
た
め
﹆
そ
の
後
﹆
開
山
像
と
位
牌
を
新
し
く
安
置
し
て
い
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

大
洋
宗
呑 

寛
永
九
年
正
月
五
日

二
世 

即
宗
察
穏 

元
禄
五
年
十
一
月
十
一
日

三
世 

愚
翁
道
仙 

宝
永
元
年
六
月
十
日

四
世 

鷹
山
節
門 

享
保
九
年
九
月
十
七
日

五
世 

大
義
白
道 

宝
暦
三
年
二
月
五
日

六
世 

仏
国
道
林 

昭
和
六
年
九
月
十
三
日

七
世 

大
獅
活
道 

安
永
八
年
六
月
六
日

八
世 

□
□
禅
鋒 

文
化
七
年
十
二
月
十
八
日

九
世 

萬
明
柏
樹 

文
化
十
一
年
二
月
二
十
八
日

十
世 

泰
岳
宏
道 

文
化
十
四
年
九
月
十
三
日

十
一
世 

孝
海
泰
順 

弘
化
四
年
二
月
四
日

十
二
世 

智
山
笑
道 

十
三
世 

□
□
泰
忍 

十
四
世 

丹
山
霊
鳳 

明
治
四
年
八
月
七
日

十
五
世 

満
禅
則（吉
永
）堂 

十
六
世 

寿
山
石（浅
井
）翁 

昭
和
十
二
年
十
二
月
十
日

十
七
世 

法
山
教（中
野
）道 

昭
和
二
十
八
年
九
月
一
日

十
八
世 

覚
巌（
日
比
野
）

玄
洞 

昭
和
四
十
四
年
九
月
一
日

十
九
世 

大
渕
拙（大
倉
）龍 

昭
和
十
三
年
四
月
二
十
一
日

二
十
世 

古
鏡
昭（米
本
）心 

平
成
九
年
十
月
四
日

二
十
一
世 

道
鑑
尚（真
野
）人 

︵
現
住
︶
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龍
源
寺
　
玉
寶
山
　
　
愛
知
369
　
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
北
間
島

字
屋
敷
三

　
龍
源
寺
は
『
尾
張
徇
行
記
』
に
よ
れ
ば
﹆
元
和
七
年
︵
一
六
二
一
︶

に
法
持
寺
七
世
嫰
桂
祖
林
が
法
地
開
山
へ
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
草
創

開
基
は
天
文
元
年
︵
一
五
三
二
︶
三
月
二
十
七
日
に
亡
く
な
っ
た
桃

岳
宗
見
居
士
で
﹆
そ
の
末
裔
の
吉
田
不
説
︵
快
応
心
悦
居
士
﹆
天
和

元
年
︵
一
六
八
一
︶
十
二
月
二
十
五
日
没
︶
が
中
興
開
基
と
な
っ
て

い
る
。
不
説
は
名
古
屋
御
園
御
門
附
近
の
学
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
年
代
的
に
み
れ
ば
﹆
二
世
禅
室
雲
智
︵
貞
享
三
年
︵
一
六
八

六
︶
二
月
十
五
日
示
寂
︶
が
嫰
桂
を
勧
請
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
の
間
の
事
情
は
不
詳
で
あ
る
。

　
そ
の
後
﹆
宝
暦
六
年
︵
一
七
五
六
︶
二
月
に
は
七
世
龍
重
旭
泉
が

涅
槃
像
を
寄
附
し
て
お
り
﹆
十
一
世
大
圓
巴
乗
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ

た
。
嘉
永
七
年
︵
一
八
五
四
︶
二
月
に
は
境
内
の
堂
宇
が
大
破
し
た

た
め
﹆
参
詣
人
や
寺
内
者
の
通
路
が
で
き
る
よ
う
に
﹆
南
正
面
の
地

所
へ
引
移
す
こ
と
を
十
四
世
機
山
良
運
が
寺
社
奉
行
所
へ
届
け
出
て

い
る
。
ま
た
﹆
同
年
八
月
に
は
良
運
が
隠
居
す
る
こ
と
に
な
り
﹆
そ

の
後
住
に
松
栄
寺
︵
岩
倉
市
本
町
︶
の
衆
寮
に
い
た
徳
瑞
積
運
が
就

く
こ
と
を
録
所
の
正
眼
寺
と
寺
社
奉
行
所
へ
の
内
達
を
隣
寺
の
正
法

寺
や
本
寺
の
法
持
寺
へ
申
達
し
て
い
る
。
安
政
五
年
︵
一
八
五
八
︶

三
月
に
寺
社
奉
行
所
へ
出
し
た
「
覚
」
の
寺
内
人
数
は
二
人
で
﹆
嘉

永
五
年
︵
一
八
五
二
︶
以
来
は
増
減
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
七
年
に
は
位
牌
堂
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

嫰
桂
祖
林 

寛
永
九
年
八
月
七
日

二
世 

禅
室
雲
智 

貞
享
三
年
二
月
十
五
日

三
世 

良
阜
文
英 

享
保
二
年
二
月
二
十
二
日

四
世 

鼎
山
本
龍 

享
保
二
年
十
一
月
十
二
日

五
世 

豊
山
仙
州 

明
和
元
年
八
月
十
日

六
世 

定
保
慧
胤 

天
明
五
年
四
月
九
日

七
世 

龍
重
旭
泉 

寛
政
十
年
十
一
月
二
十
三
日

八
世 

古
洞
柏
仙 

天
明
元
年
十
一
月
十
六
日

九
世 

恭
海
寛
良 

寛
政
十
一
年
五
月
二
十
五
日

十
世 

禅
海
龍
渕 

文
政
七
年
六
月
三
日

十
一
世 

大
圓
巴
乗 

文
政
八
年
十
二
月
十
一
日

十
二
世 

大
雲
一
乗 

嘉
永
四
年
七
月
十
二
日

十
三
世 

大
棟
任
梁 

明
治
十
三
年
五
月
九
日

十
四
世 

機
山
良
運 
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十
五
世 

徳
瑞
積
運 

明
治
七
年
五
月
二
十
六
日

十
六
世 

大
順
冝（尾
関
）峰 

明
治
三
十
四
年
九
月
二
日

十
七
世 
俊
英
冝
鑑 

昭
和
四
年
三
月
三
日

十
八
世 
慧
菴
鉄
玄 

明
治
三
十
五
年
五
月
十
九
日

十
九
世 

大
転
良
機 

明
治
四
十
五
年
六
月
十
七
日

二
十
世 

大
礎
鉄
柱 
明
治
四
十
一
年
十
月
三
日

二
十
一
世 

大
圓
得
心 
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
七
日

二
十
二
世 

大
法
得
禅 

昭
和
四
十
二
年
七
月
三
十
日

二
十
三
世 

大
鑑
篤
司 

昭
和
二
十
年
七
月
十
九
日

二
十
四
世 

真
瑛
宗（
杉
）玩 

平
成
十
九
年
九
月
二
十
日

二
十
五
世 

□
□
一（
杉
）郎 

︵
現
住
︶

成
福
寺
　
医
王
山
　
　
愛
知
82
　
名
古
屋
市
北
区
瑠
璃
光
町
一

－

八

　
草
創
年
次
は
『
尾
張
徇
行
記
』
に
よ
れ
ば
﹆
明
暦
年
中
︵
一
六
五

五

－

五
八
︶
に
法
持
寺
八
世
月
峰
慶
呑
が
開
基
し
た
と
あ
る
。
成
福

寺
に
所
蔵
す
る
文
政
五
年
︵
一
八
二
二
︶
九
月
に
寺
社
奉
行
所
へ
出

し
た
文
書
で
は
﹆
寛
永
十
九
年
︵
一
六
四
二
︶
に
月
峰
が
開
山
し
法

地
に
な
っ
た
と
い
う
。
天
保
七
年
︵
一
八
三
六
︶
に
作
成
し
た
成
福

寺
の
「
過
去
簿
」
で
は
﹆
正
保
元
年
︵
一
六
四
四
︶
に
月
峰
が
住
持

し
た
と
あ
る
。
大
正
三
年
十
一
月
に
二
十
四
世
巨
海
擔
道
が
六
郷
村

役
場
へ
提
出
し
た
「
由
緒
書
」
に
は
寛
永
七
年
︵
一
六
三
〇
︶
に
第

一
世
と
あ
り
﹆
現
在
で
は
四
説
が
み
え
る
。
し
か
し
﹆『
尾
張
徇
行

記
』
に
は
「
成
福
寺
界
内
五
畝
十
五
歩
備
前
検
除
」
と
あ
り
﹆
備
前

検
地
す
な
わ
ち
慶
長
十
三
年
︵
一
六
〇
八
︶
に
行
わ
れ
た
伊
奈
備
前

守
忠
次
の
検
地
で
除
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
す
で
に
月
峰

が
開
山
︵
開
基
︶
す
る
前
に
成
福
寺
は
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
な
お
﹆
月
峰
は
明
暦
元
年
︵
一
六
五
五
︶
二
月
二
日
に
示
寂

し
て
い
る
。

　
本
尊
は
現
在
﹆
釈
迦
如
来
像
で
あ
る
が
﹆
以
前
は
薬
師
如
来
像
で

あ
っ
た
。
御
身
丈
三
尺
八
寸
の
立
像
で
理
趣
︵
修
︶
仙
人
の
作
と
い

う
。
三
河
・
鳳
来
寺
の
本
尊
薬
師
如
来
と
同
木
同
作
と
い
わ
れ
﹆
法

持
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
座
像
の
薬
師
如
来
像
と
同
木
同
作
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
﹆
ど
の
よ
う
な
縁
由
か
ら
本
尊
と
な
っ
た

か
﹆
法
持
寺
と
同
木
同
作
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
不
詳
で

あ
る
。
山
号
を
医
王
山
と
称
す
る
の
も
薬
師
如
来
を
祀
っ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
期
に
成
福
寺
の
前
を
通
る
武
士
が
﹆
し
ば
し
ば
落
馬
し
た
り
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怪
事
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
﹆
東
方
に
向
け
た
堂
宇
を
新
築
し
﹆
そ

こ
に
薬
師
如
来
像
を
移
し
て
﹆
本
堂
は
別
に
釈
迦
如
来
像
を
請
し
て

本
尊
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
﹆
怪
事
が
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
︶
1
︵
る
。

　
開
山
の
月
峰
以
後
﹆
百
年
間
の
歴
住
は
﹆

二
世
徳（
翁
）應　
道
　
貞
享
元
年
︵
一
六
八
四
︶
八
月
十
二
日

三
世
燈
屋
　

　
天
和
三
年
︵
一
六
八
三
︶
二
月
十
九
日

四
世
雄
峰
　
智
　
宝
永
四
年
︵
一
七
〇
七
︶
十
一
月
二
十
三
日

五
世
逸
堂
　
應
　
享
保
九
年
︵
一
七
二
四
︶
八
月
十
一
日

六
世
弘
海
　
禅（全）　
享
保
十
二
年
︵
一
七
二
七
︶
十
一
月
四
日

七
世
杖
山
珉
靠
　
延
享
三
年
︵
一
七
四
六
︶
十
一
月
一
日

前
住
慧
禅
　
明

前
住
天
山
麟
長
　
宝
暦
十
二
年
︵
一
七
六
二
︶
九
月
十
日

八
世
大
鯨
呑
海
　
安
永
六
年
︵
一
七
七
七
︶
五
月
二
十
一
日

で
あ
る
。
し
か
し
﹆
歴
住
が
実
際
に
成
福
寺
へ
居
住
し
て
い
た
か
は

確
か
で
な
い
。

　
そ
こ
で
﹆
法
地
開
山
後
﹆
歴
住
が
確
か
に
住
持
し
て
い
た
こ
と
を

証
明
で
き
る
資
料
か
ら
考
察
し
て
み
る
と
﹆
貞
享
元
年
︵
一
六
八

四
︶
九
月
二
十
四
日
に
五
世
逸
堂
察
應
が
『
法
華
経
』
を
一
石
一
字

書
写
し
た
も
の
を
納
め
た
法
華
塔
が
あ
る
。
こ
れ
は
﹆
成
福
寺
の
南

側
の
字
南
出
に
あ
っ
た
が
﹆
大
正
元
年
か
ら
昭
和
六
年
に
か
け
て
行

わ
れ
た
耕
地
整
理
で
境
内
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
貞
享
元
年

は
﹆
逸
堂
が
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
﹆
開
山

さ
れ
て
以
来
﹆
約
三
十
年
間
に
逸
堂
よ
り
以
前
の
二
世
﹆
三
世
﹆
四

世
が
実
際
に
住
持
し
て
い
た
か
を
証
明
す
る
も
の
が
な
い
。
そ
の
た

め
逸
堂
に
よ
っ
て
勧
請
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
四
世
雄
峰
　
智
は
台
雲
寺
︵
宮
崎
県
延
岡
市
北
小
路
︶
六
世
勇
峰

黙
智
の
こ
と
で
﹆
宝
永
四
年
︵
一
七
〇
七
︶
十
一
月
二
十
三
日
に
示

寂
し
て
い
る
。
墓
石
に
は
「
六
世
雄
峯
大
和
尚
寿
塔
　
元
禄
四
辛
未

年
十
二
月
初
八
日
」
と
あ
り
﹆
元
禄
四
年
︵
一
六
九
一
︶
十
二
月
は

台
雲
寺
の
住
職
で
寿
塔
を
建
立
し
て
い
る
。
ま
た
﹆
法
持
寺
の
末
寺

で
あ
る
林
泉
寺
︵
京
都
府
南
丹
市
八
木
町
︶
の
重
創
で
あ
る
雄
峯
益

英
は
﹆
示
寂
が
宝
永
四
年
十
一
月
二
十
三
日
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆

雄
峰
黙
智
と
同
一
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か
。
諱
が
異
な
る
理
由
は
明

確
で
な
い
が
﹆
お
そ
ら
く
林
泉
寺
に
住
職
し
た
時
﹆
開
基
で
あ
る
赤

松
益
則
の
益
を
採
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
六
世
弘
海
　
禅
は
法
持
寺
十
二
世
弘
海
義
全
の
こ
と
で
﹆
雄
峰
が

重
創
し
た
林
泉
寺
の
二
世
で
も
あ
る
。
示
寂
日
は
住
持
し
た
三
ヵ
寺
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と
も
同
じ
享
保
十
二
年
︵
一
七
二
七
︶
十
一
月
四
日
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
に
雄
峰
﹆
弘
海
の
関
係
か
ら
法
持
寺
﹆
林
泉
寺
﹆
成
福

寺
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
﹆
現
在
の
と
こ
ろ
詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
そ
の
後
﹆
元
禄
五
年
︵
一
六
九
二
︶
四
月
八
日
に
撞
鐘
の
銘
を
定

海
が
記
し
て
い
︶
2
︵
る
。
こ
の
鐘
は
現
在
﹆
所
蔵
し
て
い
な
い
が
﹆
元
禄

五
年
に
は
定
海
が
住
持
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
﹆

定
海
は
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
巻
之
十
一
﹆
巻
之
十
︶
3
︵

二
に
よ
れ
ば
﹆
弟
子

の
恵
海
が
寺
に
い
た
二
﹆
三
人
と
と
も
に
﹆
元
禄
十
四
年
︵
一
七
〇

一
︶
十
月
二
十
日
に
道
心
坊
主
で
あ
っ
た
即
心
に
酒
を
飲
ま
せ
て
括

り
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
十
二
月
二
十
五
日
に
発
覚
し
﹆
寺
社

奉
行
所
へ
訴
え
ら
れ
捕
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
翌
年
三
月
十
一
日
に
恵

海
ら
は
獄
門
に
な
っ
て
い
る
。
師
の
定
海
は
弟
子
の
不
祥
事
の
責
任

を
と
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
﹆
他
国
へ
隠
居
し
た
。
し
た
が
っ
て
﹆
定

海
が
住
持
し
た
時
期
は
遅
く
と
も
元
禄
五
年
で
あ
り
﹆
そ
れ
か
ら
同

十
五
年
ま
で
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

　
定
海
な
る
人
物
は
歴
住
に
み
え
な
い
た
め
不
詳
で
あ
る
。
し
か

し
﹆
年
代
的
に
は
六
世
弘
海
義
全
が
該
当
す
る
が
﹆
同
一
人
物
か
別

人
か
は
確
か
で
な
い
。
他
国
へ
隠
居
と
あ
る
こ
と
は
﹆
弘
海
な
ら
ば

林
泉
寺
︵
京
都
府
南
丹
市
八
木
町
︶
と
考
え
ら
れ
る
が
﹆
そ
れ
も
確

認
は
で
き
な
い
。

　
正
徳
四
年
︵
一
七
一
四
︶
夏
は
﹆
春
養
寺
に
借
住
し
て
総
持
寺
へ

出
世
し
よ
う
と
し
た
聯
芳
が
七
世
杖
山
珉
靠
の
下
で
首
座
を
務
め
て

い
︶
4
︵
る
。
し
た
が
っ
て
﹆
当
時
は
杖
山
が
住
職
で
あ
っ
た
。
し
か
し
﹆

杖
山
の
後
は
無
住
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
慧
禅
　
明
や

天
山
麟
長
が
寺
院
運
営
を
行
っ
て
お
り
﹆
前
住
号
が
つ
い
て
い
る
。

杖
山
は
延
享
三
年
︵
一
七
四
六
︶
十
一
月
一
日
に
示
寂
し
た
が
﹆
そ

こ
で
﹆
成
福
寺
の
近
く
に
あ
る
久
国
寺
︵
名
古
屋
市
北
区
大
杉
︶
四

世
千
谷
悟
雪
︵

－

一
七
四
〇
︶
の
法
嗣
で
あ
っ
た
大
鯨
呑
海
が
八
世

に
住
職
し
﹆
同
四
年
︵
一
七
四
七
︶
夏
に
は
﹆
薬
師
如
来
木
像
の
脇

侍
︵
日
光
﹆
月
光
菩
薩
︶
と
十
二
神
将
木
像
を
再
造
し
た
り
毫
光
台

座
を
新
し
く
作
っ
て
お
り
﹆
寛
延
二
年
︵
一
七
四
九
︶
二
月
二
十
一

日
に
は
総
持
寺
へ
出
世
︶
5
︵

し
﹆
宝
暦
二
年
︵
一
七
五
二
︶
八
月
一
日
に

は
山
門
前
に
豊
島
喜
兵
衛
の
協
力
に
よ
っ
て
「
山
門
禁
葷
酒
」
と
あ

る
禁
牌
石
を
建
立
し
て
お
り
﹆
安
永
六
年
︵
一
七
七
七
︶
五
月
二
十

一
日
に
示
寂
し
た
。
建
立
年
次
は
不
詳
で
あ
る
が
﹆「
當
寺
開
山
歴
住
塔
」

「
現
八
世
大
鯨
代
立
焉
」
と
あ
る
歴
住
塔
も
建
立
し
て
お
り
﹆
成
福
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寺
の
境
内
整
備
を
行
っ
た
。

　
呑
海
の
後
住
に
は
戒
琳
活
乗
が
九
世
に
就
い
た
。
住
持
に
な
っ
た

日
は
明
確
で
な
い
が
﹆
十
一
世
法
山
活
眼
が
天
明
九
年
︵
一
七
八

九
︶
二
月
に
成
福
寺
住
職
と
し
て
永
平
寺
で
の
転
衣
願
い
を
録
所
の

正
眼
寺
へ
出
し
て
い
る
た
め
﹆
そ
れ
以
前
に
退
董
し
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
後
は
高
顕
寺
︵
名
古
屋
市
中
区
橘
︶
十
二
世
﹆
雲
興
寺

︵
瀬
戸
市
白
坂
町
︶
三
十
二
世
へ
と
昇
住
し
て
い
る
。
な
お
﹆
活
眼

は
寛
政
八
年
︵
一
七
九
六
︶
十
一
月
に
半
鐘
を
什
具
と
し
た
際
﹆
鐘

銘
を
記
し
て
い
る
。

　
享
和
二
年
︵
一
八
〇
二
︶
八
月
は
道
元
禅
師
五
百
五
拾
回
遠
忌
に

あ
た
っ
た
が
﹆
そ
の
時
﹆
十
三
世
祥
鳳
が
成
福
寺
の
大
間
天
井
を
修

復
し
た
。

　
文
政
五
年
︵
一
八
二
二
︶
閏
正
月
﹆
萱
葺
の
庫
裡
が
大
破
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
十
七
世
石
雄
恵
玉
は
屋
根
を
萱
葺
で
再
建
す
る
届

を
寺
社
奉
行
所
へ
出
し
﹆
同
七
年
二
月
に
は
釈
尊
涅
槃
像
一
軸
を
志

水
町
の
大
脇
六
兵
衛
よ
り
預
っ
て
常
什
具
と
し
た
。
同
九
年
冬
に
は

結
制
を
修
行
し
て
お
り
﹆
同
十
一
年
に
石
雄
は
黄
龍
寺
︵
名
古
屋
市

南
区
呼
続
︶
十
一
世
へ
転
住
し
﹆
続
い
て
天
祐
寺
﹆
法
持
寺
へ
と
昇

住
し
た
。

　
天
保
二
年
︵
一
八
三
一
︶
二
月
二
十
三
日
に
は
﹆
留
守
居
の
達
道

が
乱
心
で
放
火
し
た
た
め
堂
宇
を
焼
失
し
た
。
同
五
年
︵
一
八
三

四
︶﹆
十
八
世
本
隆
悦
源
は
冬
安
居
結
制
を
修
行
し
﹆
十
一
月
十
八

日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
授
戒
会
を
開
い
た
。
な
お
﹆
戒
師
は
成
福
寺

先
住
で
法
持
寺
の
石
雄
恵
玉
を
拝
請
し
て
い
る
。
悦
源
は
失
火
に
よ

り
焼
失
し
た
「
過
去
簿
」
を
同
七
年
に
新
し
く
作
成
し
て
お
り
﹆
翌

八
年
四
月
に
は
三
界
萬
霊
の
五
輪
塔
︵
宝
篋
印
塔
︶
を
境
内
に
建
立

し
た
。

　
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶
三
月
に
は
﹆
八
月
に
悦
源
が
退
隠
し
無

住
と
な
る
た
め
﹆
無
住
中
に
大
破
し
た
殿
堂
の
修
復
を
行
い
﹆
寺
役

は
瑠
璃
光
寺
︵
久
屋
町
に
あ
っ
た
が
﹆
廃
寺
と
な
る
︶
の
洞
源
が
務

め
る
こ
と
を
寺
社
奉
行
所
へ
願
い
出
た
。

　
安
政
二
年
︵
一
八
五
五
︶
五
月
に
は
﹆
悦
源
の
弟
子
哲
翁
隆
道
が

十
九
世
に
就
い
た
が
﹆
翌
六
月
十
八
日
に
示
寂
し
た
た
め
﹆
位
牌
や

「
過
去
簿
」
で
は
和
尚
号
と
な
っ
て
い
る
。
後
住
の
二
十
世
に
は
見

龍
文
海
が
継
承
し
﹆
本
堂
の
再
建
を
行
っ
た
。
文
久
三
年
︵
一
八
六

三
︶
十
二
月
に
は
﹆
材
木
な
ど
を
買
上
げ
る
た
め
の
三
拾
両
を
借
用

し
た
り
﹆
慶
応
二
年
︵
一
八
六
六
︶
二
月
の
再
建
手
伝
覚
帳
や
三
月

の
大
工
取
替
の
扣
が
あ
る
。
こ
の
頃
に
は
本
堂
が
完
成
し
た
も
の
と



法
持
寺
の
門
葉
寺
院
に
つ
い
て
︵
川
口
︶

166─　   ─

考
え
ら
れ
﹆
そ
れ
に
よ
っ
て
文
海
は
中
興
と
な
っ
た
。

　
明
治
十
九
年
一
月
に
は
﹆
二
十
二
世
天
外
暁
山
が
「
寺
籍
財
産
明

細
簿
」
を
曹
洞
宗
務
支
局
へ
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
﹆
当
時
の
伽

藍
堂
宇
は
本
堂
﹆
庫
裡
﹆
送
門
﹆
開
山
堂
﹆
東
司
の
他
に
禅
堂
︵
竪

三
間
三
尺
﹆
横
六
間
﹆
但
瓦
屋
︶
が
あ
っ
た
。
そ
の
禅
堂
に
薬
師
如

来
木
像
と
十
二
神
将
木
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
た
が
﹆
同
二
十
四

年
十
月
二
十
八
日
の
濃
尾
震
災
に
よ
っ
て
禅
堂
は
潰
倒
し
た
た
め
﹆

新
し
く
薬
師
堂
を
建
立
し
て
薬
師
如
来
な
ど
を
安
置
し
た
。
た
だ

し
﹆
こ
の
薬
師
堂
は
仮
堂
で
あ
っ
た
。

　
同
三
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
二
十
三
世
梵
海
珍
龍
が
住
職

し
た
。
珍
龍
は
歴
代
住
職
の
位
牌
を
新
し
く
同
じ
大
き
さ
で
造
っ
て

お
り
﹆
位
牌
の
裏
に
は
「
珍
龍
改
造
」
と
あ
る
。
な
お
﹆
自
分
の
位

牌
も
安
置
し
て
お
り
﹆「
自
身
造
」
と
あ
る
。

　
同
四
十
一
年
二
月
十
九
日
に
は
大
安
擔
道
が
二
十
四
世
に
就
い

た
。
大
正
十
五
年
︵
昭
和
元
年
︶
四
月
五
日
に
薬
師
堂
新
築
の
起
工

式
を
行
い
﹆
十
月
に
は
改
築
竣
工
さ
れ
﹆
同
月
十
二
日
よ
り
十
四
日

ま
で
の
間
﹆
入
仏
開
眼
供
養
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
頃
と
思
わ
れ
る

が
﹆
珍
龍
︵
号
・
雲
谷
︶
は
「
碧
玉
殿
八
十
四
叟
雲
谷
書

　
　
　
　

」
と
揮
毫
し

た
額
を
薬
師
堂
に
掲
げ
た
。

　
昭
和
四
年
八
月
二
十
八
日
に
は
庫
裡
が
狭
い
た
め
﹆
書
院
を
新
築

す
る
起
工
式
を
行
い
﹆
十
一
月
十
六
日
に
竣
工
し
た
。
戦
後
の
同
二

十
四
年
四
月
一
日
に
は
﹆
二
十
五
世
貫
之
道
一
が
瑠
璃
光
幼
稚
園
を

設
立
し
子
供
の
仏
教
教
育
に
尽
力
し
て
寺
院
運
営
を
図
っ
た
。
さ
ら

に
同
五
十
年
十
月
に
は
﹆
五
十
年
毎
に
行
わ
れ
る
薬
師
如
来
の
御
開

帳
を
行
い
﹆
同
六
十
一
年
に
は
二
十
六
世
貫
山
道
雄
の
晋
山
式
を
迎

え
る
た
め
﹆
本
堂
の
改
装
修
理
を
行
い
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

︵
１
︶  

成
福
寺
二
十
四
世
中
野
擔
道
が
記
し
た
「
薬
師
如
来
縁
起
」
や
成

福
寺
の
口
伝
な
ど
か
ら
ま
と
め
た
。

︵
２
︶  

医
王
山
成
福
寺
文
書
整
理
番
号
22
と
37
に
よ
り
﹆
定
海
の
銘
文
が

明
ら
か
に
な
る
。

︵
３
︶  

『
鸚
鵡
籠
中
記
』
巻
之
十
一
︵
元
禄
十
四
年
︶
の
十
二
月
二
十
五

日
と
巻
之
十
二
︵
元
禄
十
五
年
︶
の
三
月
十
一
日
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。︵『
名
古
屋
叢
書
続
編
』
第
十
巻
︵
昭
和
四
十
一
年
三
月
　
名
古

屋
市
教
育
委
員
会
︶
二
八
八
﹆
三
〇
六
頁
。

︵
４
︶  

正
徳
六
年
︵
一
七
一
六
︶
閏
二
月
に
春
養
寺
に
借
住
し
て
総
持
寺

へ
出
世
す
る
聯
芳
か
ら
正
眼
寺
へ
出
さ
れ
た
「
一
札
」︵「
正
眼
寺
文

書
」
第
二
六
四
六
号
︶
に
い
う
。

︵
５
︶  
『
総
持
寺
輪
住
帳
』
の
「
寛
延
二
年
二
月
二
十
一
日
項
に
出
世

︵
二
萬
千
九
百
三
十
五
世
︶
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
受
業
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師
﹆
嗣
法
師
は
「
千
谷
和
尚
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
久
国
寺
四
世

千
谷
悟
雪
の
法
嗣
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 
月
峰
慶
呑 

明
暦
元
年
二
月
二
日

二
世 

徳
翁
　
道 

貞
享
元
年
八
月
十
二
日

三
世 

燈
屋
　

 
天
和
三
年
二
月
十
九
日

四
世 

雄
峰
　
智 
宝
永
四
年
十
一
月
二
十
三
日

五
世 

逸
堂
　
應 

享
保
九
年
八
月
十
一
日

六
世 

弘
海
　
禅（全） 

享
保
十
二
年
十
一
月
四
日

七
世 

杖
山
珉
靠 

延
享
三
年
十
一
月
一
日

前
住 

慧
禅
　
明 

前
住 

天
山
麟
長 

宝
暦
十
二
年
九
月
十
日

八
世 

大
鯨
呑
海 

安
永
六
年
五
月
二
十
一
日

九
世 

戒
琳
活
乗 

文
政
二
年
三
月
十
四
日

十
世 

華
頂
巨
鳳 

寛
政
八
年
六
月
十
八
日

十
一
世 

法
山
活
眼 

十
二
世 

大
嶺
覚
僊 

寛
政
十
二
年
十
二
月
十
一
日

十
三
世 

仙
　
祥
鳳 

十
四
世 

徹
山
　
瑞 

天
保
八
年
六
月
二
十
二
日

十
五
世 

鄷
山
朝
洲 

天
保
十
年
二
月
八
日

十
六
世 

白
仙
　
龍 

安
政
三
年
十
一
月
十
三
日

十
七
世 

石
雄
恵
玉 

安
政
六
年
六
月
二
十
三
日

十
八
世 

本
隆
悦
源 

文
久
二
年
六
月
六
日

十
九
世 

哲
翁
隆
道 

安
政
二
年
六
月
十
八
日

二
十
世 

見
龍
文
海 

明
治
五
年
三
月
十
九
日

二
十
一
世 

巨
山
漸（高
島
）海 

大
正
十
一
年
八
月
一
日

二
十
二
世 

天
外
暁（水
野
）山 

昭
和
五
年
五
月
二
十
六
日

二
十
三
世 

梵
海
珍（原
田
）龍 

昭
和
四
年
一
月
二
十
日

二
十
四
世 

大
安
擔（中
野
）道 

昭
和
十
四
年
七
月
二
十
一
日

二
十
五
世 

貫
之
道（原
田
）一 

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
日

二
十
六
世 

貫
山
道（原
田
）雄 

︵
現
住
︶

林
泉
寺
　
清
涼
山
　
　
京
都
66
　
京
都
府
南
丹
市
八
木
町
野
条
南
条
二
八

　
林
泉
寺
は
地
元
の
中
川
泰
三
氏
が
所
蔵
す
る
中
川
庄
右
衛
門
書
写

の
「
林
泉
寺
由
緒
記
」
に
よ
れ
ば
﹆
播
磨
国
の
守
護
職
に
任
ぜ
ら
れ

た
赤
松
則
村
︵
一
二
七
七

－

一
三
五
〇
︶
の
子
孫
で
あ
っ
た
益
則

が
﹆
明
応
元
年
︵
一
四
九
二
︶
に
創
建
し
た
寺
院
で
﹆
初
め
は
菩
提



法
持
寺
の
門
葉
寺
院
に
つ
い
て
︵
川
口
︶

168─　   ─

山
観
音
寺
︵
真
言
宗
︶
と
称
し
た
。
益
則
は
出
家
し
て
僧
と
な
り
﹆

赤
松
家
の
菩
提
を
弔
っ
て
い
る
。
そ
の
後
﹆
延
宝
年
中
︵
一
六
七
三

－

八
〇
︶
に
重
創
の
雄
峰
益
英
﹆
前
住
の
賢
安
　
衆
が
法
持
寺
十
世

海
岸
義
雲
を
開
山
に
勧
請
し
﹆
曹
洞
宗
に
改
め
て
清
涼
山
林
泉
寺
と

改
号
し
︶
1
︵
た
。

　
二
世
は
弘
海
義
全
で
﹆
法
持
寺
十
二
世
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
弘

海
も
海
岸
を
勧
請
し
た
一
人
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
﹆
曹
洞

宗
と
な
っ
た
頃
の
林
泉
寺
は
﹆
成
福
寺
と
法
持
寺
の
歴
住
と
何
ら
か

の
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
﹆
詳
し
い
事
情
は
明
ら
か
に

な
ら
な
い
。

　「
過
去
帳
」
に
よ
れ
ば
﹆
三
世
泰
嶺
観
清
と
四
世
益
洲
義
道
の
項

に
「
日
向
之
産
」
と
あ
り
﹆
日
向
︵
宮
崎
県
︶
の
出
身
で
あ
る
。
重

創
の
雄
峰
益
英
は
日
向
の
台
雲
寺
︵
宮
崎
県
延
岡
市
北
小
路
︶
六
世

勇
峰
黙
智
と
示
寂
日
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
﹆
同
一
人
物
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
﹆
泰
嶺
と
益
洲
は
台
雲
寺
時
代
の
雄
峰
の
弟
子

か
法
孫
と
考
え
ら
れ
る
。

　
六
世
黄
山
曇
龍
は
地
元
の
松
本
家
出
身
で
﹆
享
保
三
年
︵
一
七
一

八
︶
に
生
ま
れ
た
。
松
本
家
は
農
業
と
と
も
に
酒
造
業
を
営
ん
で
い

た
豪
農
で
﹆
深
く
仏
門
に
帰
依
し
た
家
で
あ
る
。
曇
龍
は
幼
時
に
林

泉
寺
四
世
益
洲
義
道
に
つ
い
て
薙
髪
し
﹆
弁
道
精
進
し
て
宗
義
を
究

め
逆
水
洞
流
の
法
を
嗣
い
だ
。
逆
水
の
後
住
と
し
て
覚
伝
寺
︵
滋
賀

県
高
島
市
新
旭
町
︶
十
五
世
に
住
持
し
て
以
来
﹆
林
泉
寺
六
世
﹆
長

円
寺
︵
西
尾
市
貝
吹
町
入
︶
十
四
世
﹆
崇
信
寺
︵
静
岡
県
周
智
郡
森

町
︶
二
十
三
世
に
も
就
い
た
。
天
明
二
年
︵
一
七
八
二
︶
に
は
泉
龍

寺
︵
静
岡
県
周
智
郡
森
町
︶
を
法
地
開
闢
し
﹆
同
四
年
三
月
に
は
秋

葉
三
尺
坊
大
権
現
を
勧
請
し
て
山
門
興
隆
﹆
村
内
繁
栄
を
祈
念
し
自

分
の
隠
寮
地
と
し
た
。
し
か
し
﹆
長
円
寺
十
七
世
と
し
て
再
住
す
る

こ
と
に
な
り
﹆
再
住
中
の
同
五
年
に
は
泉
龍
院
︵
新
城
市
豊
栄
︶
一

三
二
世
に
輪
住
し
﹆
同
七
年
︵
一
七
八
七
︶
十
月
十
七
日
に
は
七
十

歳
で
長
円
寺
に
お
い
て
示
寂
し
︶
2
︵

た
。

　
天
保
三
年
︵
一
八
三
二
︶
に
は
﹆
松
本
四
郎
兵
衛
の
兄
︵
出
家
し

て
普
照
と
い
っ
た
︶
が
修
行
を
終
え
て
隠
居
し
た
普
照
跡
を
﹆
普
門

庵
と
称
し
て
林
泉
寺
の
隠
居
所
と
し
︶
3
︵

た
。

　
十
五
世
大
恵
湛
堂
代
の
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶
三
月
に
は
﹆
伽

藍
が
烏
有
に
帰
し
た
。
そ
こ
で
伽
藍
復
興
の
た
め
浄
財
を
勧
募
す
る

と
と
も
に
再
建
に
と
り
か
か
っ
た
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
所
蔵

す
る
「
松
本
家
文
書
」
に
は
﹆
普
請
中
の
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶

八
月
の
木
挽
職
方
の
日
附
帳
や
九
月
に
記
し
た
普
請
用
木
の
木
割
︶
4
︵
控
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が
あ
り
﹆
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
﹆
同
六
年
︵
一
八
五
九
︶
六
月
の
再
建
御
造
営
銀
の
出
入
控
帳

や
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶
一
月
改
め
の
普
請
中
諸
入
用
勘
定
帳
も

あ
る
。
翌
二
年
九
月
に
は
﹆
伽
藍
の
復
興
に
多
く
の
浄
財
を
喜
捨
し

た
こ
と
か
ら
院
号
を
授
与
す
る
「
院
号
證
帖
」
が
住
持
の
湛
堂
よ
り

松
本
喜
左
衛
門
へ
贈
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
元
治
二
年
︵
一
八
六
五
︶
三
月
に
は
﹆
同
じ
よ
う
に
田
畑

な
ど
を
寄
附
し
て
い
る
こ
と
か
ら
松
本
喜
左
衛
門
と
明
田
嘉
兵
衛
の

両
家
に
永
々
の
院
号
居
士
﹆
大
姉
号
授
与
の
「
許
状
」
を
贈
っ
て

い
︶
5
︵

る
。

　
十
七
世
徳
川
柏
文
が
住
持
で
あ
っ
た
明
治
十
三
年
四
月
五
日
に
は

随
意
会
地
に
寺
格
を
昇
格
し
て
お
り
﹆
大
正
十
一
年
か
ら
翌
年
に
か

け
て
は
鐘
楼
堂
が
建
立
さ
れ
﹆
昭
和
二
十
九
年
に
は
梵
鐘
及
び
山
門

が
再
建
さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
十
月
に
は
新
し
く
庫
裡
が
建
立
さ
れ

て
い
る
。

︵
１
︶  

林
泉
寺
の
由
緒
に
つ
い
て
は
『
八
木
町
寺
院
誌
』︵
昭
和
五
十
八

年
十
一
月
　
八
木
町
教
育
委
員
会
︶
七
十
九
頁
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

︵
2
︶  

黄
山
曇
龍
の
行
歴
は
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
所
蔵
す
る
「
松
本

家
文
書
」﹆『
大
洞
山
泉
龍
院
』︵
昭
和
三
年
十
月
　
今
泉
忠
左
衛

門
︶﹆
泉
龍
寺
の
「
歴
住
記
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。

︵
3
︶ 

「
松
本
家
文
書
」
番
号
六
一
。

︵
4
︶ 

「
松
本
家
文
書
」
番
号
八
七
﹆
一
〇
〇
。

︵
5
︶  

「
院
号
證
帖
」
は
「
松
本
家
文
書
」
番
号
三
四
六
﹆「
免
許
状
」
は

番
号
三
四
五
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

海
岸
義
雲 

元
禄
五
年
九
月
十
五
日

二
世 

弘
海
義
全 

享
保
十
二
年
十
一
月
四
日

三
世 

泰
嶺
観
清 

正
徳
六
年
二
月
二
十
五
日

四
世 

益
洲
義
道 

宝
暦
六
年
六
月
五
日

五
世 

威
雲
流
猛 

六
世 

黄
山
曇
龍 

天
明
七
年
十
月
十
七
日

七
世 

覚
元
太
方 

寛
政
三
年
一
月
二
十
一
日

八
世 

潜
山
澤
龍 

天
明
五
年
六
月
八
日

九
世 

大
孝
良
義 

文
化
十
年
十
月
十
一
日

十
世 

珠
山
哲
龍 

文
化
四
年
三
月
二
日

十
一
世 

泰
山
梁
宗 

文
政
五
年
十
月
二
十
二
日

十
二
世 

蘭
桂
大
林 

天
保
八
年
十
月
十
四
日

十
三
世 

達
源
大
川 

弘
化
二
年
十
二
月
二
十
九
日
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十
四
世 

大
恭
良
堂 

弘
化
四
年
三
月
十
三
日

十
五
世 

大
恵
湛
堂 

明
治
十
五
年
一
月
二
十
二
日

十
六
世 
大
禅
智（金
松
）道 

明
治
十
二
年
七
月
十
八
日

十
七
世 
月
鴻
柏（徳
川
）文 

明
治
三
十
七
年
一
月
十
日

十
八
世 

松
龍
全（乗
元
）虎 

明
治
三
十
一
年
四
月
九
日

十
九
世 

天
真（
多
々
羅
）

覚
道 
大
正
八
年
五
月
二
十
二
日

二
十
世 

一
翁
来（滝
口
）田 
昭
和
三
十
二
年
十
月
三
十
日

二
十
一
世 

天
瑞
来（滝
口
）鳳 

平
成
十
二
年
十
一
月
四
日

二
十
二
世 

一
路
来（滝
口
）吉 

︵
現
住
︶

重
創
雄
峯
益
英
　
宝
永
四
年
十
一
月
二
十
三
日

前
住
賢
安
　
衆
　
延
宝
三
年
十
月
一
日

前
住
高
岩
　
清
　
正
徳
六
年
二
月
四
日

妙
覚
寺
　
本
光
山
　
　
愛
知
95
　
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
二

－

一
二

－

一
五

　
妙
覚
寺
は
元
瑞
雲
山
善
長
寺
と
称
し
て
遠
江
国
敷
知
郡
浜
松
駅
の

新
豊
院
︵
浜
松
市
北
区
三
方
原
町
︶
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
創
建
は
大

永
七
年
︵
一
五
二
七
︶
四
月
と
い
わ
れ
﹆
開
基
は
医
者
の
浅
井
藤
次

郎
安
親
︵
童
名
は
市
若
丸
﹆
枝
月
善
湖
居
士
﹆
享
禄
三
年
︵
一
五
三

〇
︶
五
月
二
十
日
寂
︶
で
﹆
開
山
は
新
豊
院
五
世
文
白
慶
昌
︵
勅
特

賜
玖
嵓
禅
師
︶
で
あ
っ
た
。
し
か
し
﹆
そ
の
後
﹆
殿
堂
な
ど
が
荒
廃

す
る
こ
と
久
し
か
っ
た
た
め
﹆
明
和
元
年
︵
一
七
六
四
︶
八
月
に
法

持
寺
十
五
世
督
宗
淳
董
は
﹆
法
持
寺
檀
徒
岡
本
清
七
氏
の
援
助
を
受

け
て
殿
堂
を
一
新
し
﹆
法
地
と
な
し
て
本
光
山
妙
覚
寺
と
改
め
法
持

寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。
明
和
年
間
︵
一
七
六
四

－

七
一
︶
に
再
建
さ

れ
た
本
堂
﹆
書
院
﹆
開
山
堂
﹆
山
門
﹆
鐘
楼
な
ど
は
戦
災
を
受
け
な

か
っ
た
が
﹆
昭
和
五
十
一
年
及
び
同
六
十
年
に
白
鳥
幼
稚
園
の
園
舎

拡
張
に
と
も
な
い
本
堂
﹆
書
院
﹆
開
山
堂
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

と
し
て
再
建
さ
れ
た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

草
創
開
山 

文
白（
慶
）元昌 

中
興
開
山 

督
宗
淳
董 

安
政
二
年
三
月
十
一
日

二
世 

周
室
淳
鼎 

安
永
四
年
四
月
九
日

三
世 

活
宗
淳
快 

文
政
七
年
八
月
十
五
日

四
世 

價
運
鼎
重 

文
政
四
年
九
月
十
五
日

五
世 

實
参
督
全 

天
保
七
年
四
月
四
日

六
世 

貫
道
全
中 

天
保
十
四
年
十
二
月
十
五
日



法
持
寺
の
門
葉
寺
院
に
つ
い
て
︵
川
口
︶

171─　   ─

七
世 

祖
英
活
雄 

天
保
九
年
十
月
二
日

八
世 

月
喚
滄
洲 

明
治
十
八
年
六
月
十
八
日

九
世 
盧
雲
碓（堀
本
）獠 

明
治
三
十
四
年
七
月
十
八
日

十
世
中
興 
齊
環
了（安
井
）為 

明
治
四
十
年
十
二
月
十
九
日

十
一
世 

了
天
法（黒
宮
）珠 

大
正
九
年
二
月
十
一
日

十
二
世
再
中
興 

恵
三
明（村
橋
）道 
昭
和
四
十
年
七
月
二
十
二
日

十
三
世 

三
南
孝（村
橋
）雄 
昭
和
二
十
年
二
月
二
十
六
日

十
四
世
重
興 

恵
法（
五
十
嵐
）

正
幸 

平
成
十
八
年
四
月
二
十
九
日

十
五
世 

□
□（
五
十
嵐
）

幸
彦 

︵
現
住
︶

天
年
寺
　
松
翁
山
　
　
愛
知
131
　
名
古
屋
市
中
川
区
松
年
町
二

－

五
七

　
天
年
寺
は
﹆
玉
泉
寺
︵
愛
西
市
稲
葉
町
本
郷
︶
四
世
慈
堂
岑
隆

︵
宝
暦
三
年
︵
一
七
五
三
︶
五
月
九
日
寂
︶
が
寛
保
二
年
︵
一
七
四

二
︶
十
一
月
に
久
田
作
左
衛
門
漏
休
を
開
基
と
し
て
創
建
さ
れ
た
。

そ
の
後
﹆
法
持
寺
二
十
七
世
大
達
玄
中
が
九
世
に
住
持
し
た
。
大
達

は
正
法
寺
︵
あ
ま
市
上
萱
津
︶
に
安
置
さ
れ
て
い
る
位
牌
の
裏
書
を

見
る
と
﹆
初
め
観
音
寺
︵
北
名
古
屋
市
六
ツ
師
︶
に
首
先
住
持
し
﹆

そ
れ
以
来
﹆
天
年
寺
﹆
黄
龍
寺
︵
名
古
屋
市
南
区
呼
続
︶﹆
法
持
寺

と
転
住
し
た
。
戦
前
ま
で
観
音
寺
に
安
置
し
て
あ
っ
た
鐘
に
は
天
保

二
年
︵
一
八
三
一
︶
に
「
玄
中
代
」
の
銘
が
あ
り
﹆
同
十
四
年
︵
一

八
四
三
︶
冬
に
は
法
持
寺
へ
住
持
し
た
と
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆

天
保
二
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
の
間
に
大
達
は
天
年
寺
﹆
黄
龍
寺
に

住
持
し
た
。
し
か
し
﹆
両
寺
に
お
け
る
大
達
の
活
動
は
ま
っ
た
く
明

ら
か
に
な
ら
な
い
。

　
大
達
の
後
﹆
十
二
世
に
は
法
嗣
の
法
従
慧
音
が
就
き
﹆
十
三
世
童

拳
天
珠
﹆
十
四
世
亨
元
貞
道
﹆
十
五
世
提
掃
唯
一
︵
哲
掃
惟
一
︶
は

法
持
寺
二
十
八
世
鼎
三
即
一
の
法
嗣
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
﹆
鼎
三
門

下
の
法
流
を
汲
む
人
法
系
と
な
り
﹆
法
持
寺
の
門
葉
と
な
っ
た
。
大

正
十
一
年
七
月
八
日
に
は
山
門
を
除
い
て
全
山
を
焼
失
し
﹆
同
十
四

年
に
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
﹆
昭
和
二
十
年
三
月
十
一
日
に
は
空
襲
に

よ
っ
て
焼
失
し
﹆
同
二
十
四
年
九
月
に
再
建
さ
れ
た
。
同
五
十
六
年

八
月
か
ら
翌
年
十
一
月
頃
に
は
庫
裡
﹆
書
院
﹆
開
山
堂
が
完
成
し

た
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

慈
堂
吟
龍 

宝
暦
二
年
五
月
九
日

二
世 

法
山
一
乗 

三
世 

應
孝
順
法 

文
化
三
年
一
月
五
日
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四
世 

大
轉
法
輪 

文
政
四
年
四
月
二
十
五
日

五
世 

真
軸
祖
禅 

六
世 
実
山
篤
全 

七
世 
大
恵
絶
学 

八
世 

北
海
倍
州 

文
政
十
一
年
八
月
十
二
日

九
世 

大
達
玄（
森
）中 
明
治
六
年
九
月
九
日

十
世 

卧
山
賢
隆 
文
化
八
年
十
二
月
六
日

十
一
世 

底
禅
龍
道 

十
二
世 

法
従
恵（久
田
）音 

明
治
三
十
八
年
三
月
二
日

十
三
世 

童
拳
天（大
島
）珠 

明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
一
日

十
四
世 

亨
元
貞（平
野
）道 

大
正
二
年
七
月
十
日

十
五
世 

提（哲）掃
唯
（
惟
）（
久
野
）
一 

明
治
二
十
二
年
十
一
月
二
十
四
日

十
六
世 

提
咄
斧（浅
野
）山 

明
治
四
十
五
年
六
月
一
日

十
七
世 

大
用
活（西
垣
）通 

十
八
世 

大
英
賢（松
岡
）秀 

昭
和
二
十
四
年
七
月
八
日

十
九
世
中
興 

賢
童
領（松
岡
）珠 

昭
和
三
十
八
年
九
月
十
七
日

二
十
世 

大
賢
三（松
岡
）明 

︵
現
住
︶

二
十
一
世
重
興 

紫
雲
昭（松
岡
）三 

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日

二
十
二
世 

大
賢
三（松
岡
）明 

︵
再
住
︶

慧
光
院
　
相
生
山
　
　 

愛
知
106
　
名
古
屋
市
天
白
区
天
白
町
大
字
野
並

字
相
生
二
八

－

一
一

　
野
並
の
相
生
山
は
﹆
熱
田
大
宮
司
千
秋
氏
の
所
領
地
で
あ
っ
た
た

め
寺
院
は
な
か
っ
た
。
大
正
十
年
に
高
岡
徹
宗
が
相
生
山
を
開
発
す

る
に
あ
た
り
﹆
法
持
寺
三
十
二
世
慧
等
兼
修
は
個
人
資
金
を
投
じ
て

土
地
︵
山
林
︶
を
購
入
し
﹆
白
鳥
山
別
院
︵
白
鳥
山
説
教
所
︶
を
建

立
し
た
。
そ
こ
で
慧
等
は
亡
き
父
︵
慧
光
院
竹
渓
寿
仙
居
士
・
明
治

十
八
年
九
月
十
七
日
寂
︶﹆
母
︵
慧
明
院
竹
容
貞
節
大
姉
・
明
治
六

年
六
月
二
十
五
日
寂
︶
を
開
基
に
仰
ぎ
﹆
自
ら
は
開
山
と
な
っ
て
父

の
院
号
の
慧
光
院
を
寺
号
と
し
た
。
当
時
﹆
白
鳥
山
別
院
の
執
事
で

あ
っ
た
三
浦
大
心
が
二
世
に
就
き
教
化
活
動
に
努
め
た
。
大
正
十
三

年
秋
に
は
仮
本
堂
を
建
立
し
て
解
脱
上
人
作
の
釈
迦
如
来
像
を
本
尊

に
し
﹆
天
白
吒
枳
尼
天
を
鎮
守
と
し
て
祀
っ
た
。
同
十
五
年
に
は
火

防
弘
法
大
師
を
奉
安
し
﹆
三
月
に
は
「
教
会
所
設
置
願
」
が
設
立
者

兼
管
理
人
の
三
浦
大
心
よ
り
愛
知
県
知
事
山
脇
春
樹
へ
提
出
さ
れ
﹆

慧
等
は
そ
の
担
任
教
師
と
な
っ
た
。

　
昭
和
二
年
春
に
は
身
代
地
蔵
菩
薩
を
安
置
し
て
﹆
毎
月
の
縁
日
に

は
参
詣
者
が
ふ
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
仮
本
堂
が
手
狭
に
な
り
﹆
本

堂
の
建
立
を
発
願
し
十
方
の
篤
信
者
に
喜
捨
を
受
け
て
完
成
し
た
。
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同
九
年
四
月
二
十
四
日
に
は
三
浦
大
心
の
晋
山
式
を
行
い
﹆
翌
二
十

五
日
よ
り
尸
羅
会
を
厳
修
し
た
。

　
戦
後
は
戦
災
で
焼
失
し
た
法
持
寺
の
伽
藍
復
興
事
業
に
協
力
し
﹆

昭
和
三
十
年
に
本
堂
を
法
持
寺
へ
売
却
し
て
法
持
寺
の
本
堂
と
な
っ

た
。
そ
れ
以
後
は
﹆
庫
裡
を
本
堂
と
し
て
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

慧
等
兼（山
田
）修 
昭
和
十
四
年
八
月
十
五
日

二
世 

喜
翁
大（三
浦
）心 

昭
和
四
十
二
年
八
月
八
日

三
世 

南
華
大（花
岡
）乗 

昭
和
五
十
七
年
十
月
十
一
日

四
世 

諦
観
高（川
口
）明 

平
成
二
十
一
年
三
月
六
日

五
世 

大
徹
高（川
口
）風 

︵
前
住
︶

六
世 

大
拙
高（川
口
）裕 

︵
現
住
︶

地
蔵
寺
　
福
昌
山
　
　
愛
知
1088
　
名
古
屋
市
瑞
穂
区
柳
ヶ
枝
町
二

－

七
二

　
地
蔵
堂
︵
現
在
﹆
地
蔵
寺
︶
よ
り
印
施
さ
れ
た
「
延
命
地
蔵
大
菩

薩
御
縁
起
」
に
よ
れ
ば
﹆
創
建
は
不
詳
で
あ
る
が
﹆
本
尊
延
命
地
蔵

菩
薩
は
念
佛
行
者
柔
蓮
社
順
譽
忍
定
上
人
が
鬼
ヶ
城
に
お
い
て
修
行

中
﹆
地
蔵
尊
の
首
を
感
得
し
﹆
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
胴
体
を
彫
刻
し

た
。
そ
の
後
﹆
熱
田
奉
行
津
金
文
左
衛
門
は
念
持
佛
を
忍
定
上
人
に

寄
贈
し
﹆
そ
れ
を
胎
内
に
納
め
た
と
こ
ろ
か
ら
「
腹
籠
り
の
地
蔵

尊
」
と
も
い
わ
れ
﹆
霊
験
に
よ
っ
て
多
く
の
信
者
を
得
る
よ
う
に
な

り
﹆
明
治
十
三
年
三
月
十
六
日
﹆
中
興
開
山
に
法
持
寺
二
十
八
世
鼎

三
即
一
が
就
い
て
佛
堂
を
建
立
し
︶
1
︵
た
。
昭
和
十
五
年
三
月
か
ら
十
月

の
間
に
﹆
元
の
境
内
地
︵
名
古
屋
市
熱
田
区
神
宮
︶
よ
り
現
在
地
へ

移
転
し
﹆
同
十
七
年
三
月
三
十
一
日
に
は
宗
教
団
体
法
に
よ
っ
て
寺

院
に
認
可
さ
れ
て
地
蔵
寺
と
改
称
し
た
。

　
地
蔵
寺
に
は

　
　
當
堂
中
興
開
山
鼎
三
即
一
大
和
尚

の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
お
り
﹆
文
久
二
年
閏
八
月
二
十
八
日
に
鼎
三
が

跋
文
を
記
し
た
研
学
聚
螢
居
士
書
写
の
『
観
音
普
門
品
』
を
所
蔵
し

て
い
る
。

︵
１
︶  

昭
和
十
七
年
に
﹆
山
口
賢
光
尼
が
曹
洞
宗
宗
務
院
へ
提
出
し
た

「
曹
洞
宗
寺
籍
簿
」
の
由
緒
に
よ
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

中
興
開
山 

鼎（
マ
マ
）山即（白

鳥
）一 

明
治
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

初
住 

祖
庭
賢（山
口
）光 

昭
和
四
十
五
年
三
月
九
日
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二
世 

宗
岳
賢（山
口
）成 

︵
現
住
︶

三
世 

智
峰
良（山
口
）光 

昭
和
四
十
七
年
二
月
二
十
七
日

庚
申
寺
　
　
　
　
　
　
愛
知
1192
　
愛
知
県
一
宮
市
大
字
杉
山
字
郷

内
七

　
庚
申
堂
︵
現
在
﹆
庚
申
寺
︶
は
「
庚
申
堂
由
緒
沿
革
書
」︵
庚
申

寺
蔵
︶
に
よ
れ
ば
﹆
慶
長
十
三
年
︵
一
六
〇
八
︶﹆
開
基
今
井
半
左

衛
門
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
﹆
天
台
宗
光
明
寺
︵
一
宮
市
大
字
光
明

寺
︶
の
末
庵
で
あ
っ
た
。
本
尊
は
青
面
金
剛
童
子
で
﹆
聖
徳
太
子
作

と
口
伝
さ
れ
て
い
る
。
文
政
十
年
︵
一
八
二
七
︶
三
月
﹆
尾
州
家
御

広
敷
役
所
や
老
女
方
よ
り
菩
提
供
養
の
た
め
﹆
西
国
三
十
三
ケ
所
観

世
音
像
三
十
三
体
が
寄
進
さ
れ
﹆
天
保
二
年
︵
一
八
三
一
︶
十
二
月

に
は
十
五
代
尾
張
藩
主
徳
川
茂
徳
誕
生
に
よ
っ
て
﹆
第
一
観
世
音
像

へ
厨
子
な
ど
が
寄
進
さ
れ
た
。
同
九
年
︵
一
八
三
八
︶
七
月
に
は
御

広
敷
﹆
老
女
方
よ
り
大
門
を
﹆
十
月
に
は
茶
湯
料
な
ど
が
寄
進
さ

れ
﹆
尾
張
藩
と
深
い
関
係
に
あ
っ
︶
1
︵
た
。

　
開
基
の
今
井
半
左
衛
門
は
永
平
寺
五
十
世
玄
透
即
中
生
家
の
先
祖

で
あ
り
﹆
庚
申
堂
に
は
玄
透
即
中
両
親
の
位
牌
や
墓
碑
も
祀
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
玄
透
と
因
縁
深
い
寺
院
で
も
あ
︶
2
︵
る
。
だ
が
﹆
そ

の
後
荒
廃
し
た
た
め
﹆
法
持
寺
二
十
八
世
鼎
三
即
一
に
参
随
し
た
探

源
千
丈
尼
︵
二
世
︶
は
嘉
永
三
年
︵
一
八
五
〇
︶
十
月
十
九
日
示
寂

の
眼
室
本
明
尼
を
開
基
に
﹆
今
上
皇
帝
聖
寿
萬
安
位
牌
や
道
元
﹆
瑩

山
両
祖
の
位
牌
を
祀
り
﹆
鼎
三
を
再
興
開
山
に
請
し
て
曹
洞
宗
と
し

た
。
再
興
さ
れ
た
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
が
﹆
探
源
千
丈
尼
は
明
治

二
十
一
年
二
月
二
十
日
示
寂
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
明
治
二
十
一
年

以
前
と
思
わ
れ
﹆
鼎
三
は
秋
葉
寺
退
隠
後
﹆
庚
申
堂
に
も
寓
居
し
て

提
唱
を
行
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
︶
3
︵

る
。

　
庚
申
堂
に
は
﹆

　
　
法
持
二
十
八
世
鼎
三
即
一
大
和
尚

　
　
法
持
二
十
九
世
吹
毛
冷
生
大
和
尚

　
　
法
持
三
十
世
童
拳
天
珠
大
和
尚

　
　
法
持
三
十
一
世
亨
元
貞
道
大
和
尚

の
位
牌
も
祀
ら
れ
て
お
り
﹆
三
世
観
禅
定
光
尼
は
鼎
三
の
み
な
ら

ず
﹆
弟
子
の
冷
生
﹆
天
珠
﹆
貞
道
と
の
交
流
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
﹆
法
持
寺
の
末
庵
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
に

宗
教
法
人
法
に
よ
り
﹆
庚
申
寺
と
寺
号
を
改
称
し
て
い
る
。

︵
１
︶  
「
庚
申
堂
由
緒
沿
革
書
」︵
庚
申
寺
蔵
︶
に
よ
る
。
な
お
﹆『
葉
栗
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郡
紀
要
』︵
大
正
十
年
三
月
　
愛
知
県
葉
栗
郡
役
所
︶
二
二
一
頁
の

庚
申
堂
も
参
照
し
た
。

︵
２
︶  
高
橋
竹
迷
「
玄
透
禅
師
の
誕
生
地
」︵
昭
和
十
年
五
月
　「
傘
松
」

第
九
十
二
号
︶
に
﹆
玄
透
即
中
と
の
因
縁
の
こ
と
や
鼎
三
が
再
興
し

て
曹
洞
宗
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。

︵
３
︶ 

庚
申
寺
住
持
酒
井
豊
瑞
の
口
伝
に
よ
る
。

　
歴
住
・
示
寂
日

開
山 

鼎
三
即（白
鳥
）一 

明
治
二
十
五
年
旧
十
月
十
日 

二
世
中
興 

探
源
千
丈 

明
治
二
十
一
年
二
月
二
十
日

三
世
再
中
興 

観
禅
定
光 

大
正
十
五
年
三
月
三
十
日

四
世 

益
法
瑞（山
内
）妙 

昭
和
三
十
一
年
二
月
十
六
日

五
世 

祥
山
豊（酒
井
）瑞 

︵
現
住
︶

二
、
離
末
、
廃
寺
し
た
門
葉
寺
院

長
明
寺
　
大
悲
山

　
長
明
寺
は
宝
暦
二
年
︵
一
七
五
二
︶
に
完
成
し
た
『
張
州
府
志
』

に
﹆

　
　
在
西
条
村
﹆
号
大
慈
山
﹆
曹
洞
宗
﹆
属
熱
田
白
鳥
山
法
持
寺

と
あ
り
﹆
海
東
郡
松
葉
庄
西
条
村
に
所
在
し
﹆
山
号
は
大
慈
山
と
号

し
た
。
開
山
や
歴
住
は
不
詳
で
あ
る
が
﹆
宝
暦
二
年
以
前
に
建
立
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
寛
文
年
間
の
末
期
︵
一
六
七
二
︶
に
成
っ
た
「
寛
文
村
々
覚
書
」

に
よ
れ
ば
﹆

　
　
一
﹆
同
宗
　
　
　
熱
田
法
持
寺
末
寺
　
　
長
明
寺

　
　
　
　
　
　
　
寺
内
九
畝
拾
歩
　
　
　
備
前
検
除

と
あ
り
﹆
慶
長
十
三
年
︵
一
六
〇
八
︶
に
行
わ
れ
た
備
前
検
地
で
は

除
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
慶
長
年
間
以
前
に
寺
は
存
在
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戸
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
桶
口
好
古
が
記
し
た
『
尾
張
徇
行

記
』
に
は
﹆
長
明
寺
の
書
上
げ
か
ら
由
緒
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
﹆

　
　
○
當
寺
書
上
ニ
境
内
九
畝
十
歩
備
前
検
除
ノ
訣
覚
書
ニ
同
シ
﹆

此
寺
草
創
ノ
紀
年
ハ
不
知
﹆
昔
時
ハ
熱
田
法
持
寺
ニ
属
シ
テ
大

悲
山
長
明
寺
ト
号
セ
シ
カ
﹆
天
明
二
寅
年
因
願
臨
済
宗
ニ
改

メ
﹆
妙
興
寺
ニ
属
シ
テ
光
白
山
光
明
寺
ト
改
号
セ
リ

と
あ
る
が
﹆
草
創
の
年
次
は
不
詳
で
あ
る
。
山
号
は
『
張
州
府
志
』
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説
と
異
な
り
﹆
大
悲
山
と
な
っ
て
い
る
。
天
明
二
年
︵
一
七
八
二
︶

に
は
願
書
上
に
よ
り
﹆
臨
済
宗
へ
改
宗
し
妙
興
寺
︵
一
宮
市
大
和
町

字
妙
興
寺
境
内
︶
の
末
寺
と
な
り
﹆
光
白
山
光
明
寺
と
改
号
し
た
。

　
こ
の
光
明
寺
は
﹆
現
在
で
も
海
部
郡
大
治
町
西
条
字
南
屋
敷
に
あ

る
こ
と
が
『
大
治
町
史
』︵
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
　
大
治
町
役

場
︶
四
七
五
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
﹆
実
際
は
『
張
州
府

志
』
に
い
う
大
慈
山
の
山
号
の
光
明
寺
で
﹆
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
系

の
単
立
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
『
大
治
町
史
』
説
は
誤
り
で
あ

る
。

　
で
は
﹆
妙
興
寺
の
末
寺
か
ら
み
る
と
﹆
妙
興
寺
に
所
蔵
す
る
寛
文

七
年
︵
一
六
六
七
︶
の
文
書
に
は
﹆
末
寺
が
十
ヵ
寺
あ
っ
た
よ
う

で
﹆
そ
の
中
に
光
明
寺
が
あ
る
。
し
か
し
﹆
光
明
寺
は
天
明
二
年

︵
一
七
八
二
︶
に
日
蓮
宗
へ
改
宗
し
﹆
了
栄
山
等
澍
寺
︵
稲
沢
市
下

津
光
明
寺
町
︶
と
改
号
し
て
し
ま
っ
︶
1
︵

た
。
そ
の
光
明
寺
が
移
転
し
た

後
へ
﹆
法
持
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
長
明
寺
が
移
転
し
て
き
︶
2
︵

た
。
そ
こ

で
﹆
長
明
寺
は
天
明
二
年
︵
一
七
二
八
︶
に
妙
興
寺
の
末
寺
と
な

り
﹆
大
悲
山
光
明
寺
︵
稲
沢
市
正
明
寺
︶
と
改
称
し
た
。
な
お
﹆
山

号
は
改
め
ず
に
大
悲
山
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
﹆
以
前
か

ら
の
末
寺
で
あ
っ
た
光
明
寺
と
新
し
く
末
寺
と
な
っ
た
光
明
寺
は
異

な
っ
た
由
緒
の
寺
院
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
長
明
寺
を
草
創
と
す
る
光
明
寺
は
大
治
町
と
稲
沢
市

に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
離
末
し
た
天
明
二
年
頃
の
法
持
寺
住

持
は
﹆
十
五
世
督
宗
淳
董
代
で
あ
っ
た
。

︵
１
︶  

河
野
宗
寛
編
『
妙
興
寺
誌
』︵
昭
和
四
十
年
四
月
　
長
嶋
山
妙
興

報
恩
禅
寺
︶
五
十
一
頁
や
『
新
修
稲
沢
市
史
　
研
究
編
五
　
社
会
生

活
上
』︵
昭
和
五
十
八
年
三
月
　
新
修
稲
沢
市
史
編
纂
会
事
務
局
︶

九
頁
で
述
べ
て
い
る
。

︵
２
︶  

『
新
修
稲
沢
市
史
　
研
究
編
五
　
社
会
生
活
上
』
七
頁
で
指
摘
し

て
い
る
。

大
泉
寺
　
龍
洞
山

　『
延
享
度
寺
院
本
末
牒
』
に
み
え
る
大
泉
寺
は
龍
洞
山
と
号
し
﹆

古
渡
村
に
あ
っ
た
。
延
享
年
度
︵
一
七
四
四

－

四
七
︶
に
は
法
持
寺

の
末
寺
で
あ
っ
た
が
﹆
そ
の
後
﹆
洞
仙
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。『
尾

張
志
』
に
よ
れ
ば
﹆
平
僧
地
時
代
の
洞
仙
寺
七
世
日
洲
禅
東
︵
宝
永

五
年
︵
一
七
〇
八
︶
二
月
四
日
示
寂
︶
が
建
立
し
て
隠
居
所
と
し

た
。
貞
享
三
年
︵
一
六
八
四
︶
に
は
廃
寺
の
寺
号
を
移
し
て
寺
号
を
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称
し
﹆
先
住
の
六
世
洲
山
芳
益
︵
延
宝
五
年
︵
一
六
七
七
︶
八
月
十

日
示
寂
︶
を
請
し
て
開
山
と
し
た
。

　
寛
保
三
年
︵
一
七
四
三
︶
に
は
本
堂
が
焼
失
し
て
お
り
﹆
延
享
年

間
以
後
に
再
建
さ
れ
て
以
来
﹆
洞
仙
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。
本
堂
の

本
尊
は
空
海
作
の
宝
冠
釈
迦
牟
尼
仏
木
像
で
﹆
観
音
堂
に
は
行
基
作

の
正
観
音
木
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
洞
仙
寺
の
元
の
本
尊

で
﹆
愛
智
一
郡
の
鎮
守
仏
と
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
堂
に
は

空
海
作
の
地
蔵
菩
薩
木
像
が
祀
ら
れ
﹆
田
中
の
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
ま
た
﹆
愛
染
明
王
堂
な
ど
も
あ
っ
た
が
﹆
明
治
十
四
﹆
五
年
頃

に
廃
さ
れ
洞
仙
寺
と
合
併
し
た
。

吒
枳
尼
天
堂

　
大
正
十
五
年
二
月
発
行
の
『
曹
洞
宗
寺
院
名
鑑
』
や
昭
和
五
年
七

月
に
愛
知
県
第
一
曹
洞
宗
務
所
よ
り
発
行
の
『
管
内
寺
院
名
簿
』
に

は
﹆

　
　
等
　
八
〇
　
名
古
屋
市
南
区
熱
田
白
鳥
町
　
吒
枳
尼
天
堂

と
吒
枳
尼
天
堂
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
持
寺
の
末
庵
で

あ
っ
た
。

　
吒
枳
尼
天
は
稲
荷
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
﹆
稲
荷
を
祀
っ
た
小
堂
と

想
像
で
き
る
。
し
か
し
﹆
そ
れ
が
法
持
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
の
か
﹆

そ
れ
と
も
境
外
地
に
あ
っ
た
か
な
ど
の
場
所
を
確
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
熱
田
白
鳥
町
と
あ
る
た
め
﹆
法
持
寺
附
近
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
稲
荷
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
法
持
寺
二
十
八
世
鼎
三
即
一
に
あ
る
。
そ

れ
は
法
持
寺
の
観
音
堂
に
巣
を
作
っ
て
い
る
鳩
が
し
ば
し
ば
狐
に
食

わ
れ
る
た
め
﹆
鼎
三
は
境
内
に
あ
る
光
玉
稲
荷
の
祠
前
へ
行
き
﹆
稲

荷
に
叱
言
を
述
べ
た
。
そ
れ
以
来
﹆
狐
に
よ
る
害
は
な
く
な
っ
た
と

い
わ
︶
1
︵

れ
﹆
生
物
を
哀
れ
む
慈
悲
の
心
情
に
ユ
ー
モ
ア
を
と
り
入
れ
て

諭
し
た
鼎
三
の
力
量
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
よ
れ
ば
﹆
法
持
寺
境
内
に
稲
荷
堂
が
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
﹆
そ
れ
が
吒
枳
尼
天
堂
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

詳
し
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
そ
の
吒
枳
尼
天
堂
は
昭
和
十

二
年
二
月
発
行
の
『
曹
洞
宗
寺
院
名
鑑
』
に
は
あ
げ
ら
れ
て
お
ら

ず
﹆
そ
の
た
め
﹆
昭
和
五
年
か
ら
同
十
二
年
の
間
に
法
持
寺
へ
合
祀

さ
れ
て
堂
名
が
な
く
な
っ
た
か
﹆
あ
る
い
は
廃
堂
さ
れ
た
か
と
思
わ

れ
る
。
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︵
１
︶  

横
井
雪
庵
『
各
宗
高
僧
譚
』︵
明
治
三
十
年
十
月
　
春
陽
堂
︶
三

十
八
頁
に
「
白
鳥
鼎
三
﹆
稲
荷
に
叱
言
を
云
ふ
」
に
よ
る
。

鉄
地
蔵
堂

　
鉄
地
蔵
堂
は
俗
に
旗
屋
の
地
蔵
と
か
鉄
地
蔵
と
称
し
て
﹆
尾
張
六

地
蔵
の
三
番
目
の
地
蔵
尊
を
祀
っ
た
堂
庵
で
あ
っ
た
。
鉄
地
蔵
は
桶

狭
間
の
合
戦
で
﹆
戦
場
に
捨
て
ら
れ
た
刀
釼
甲
冑
の
類
を
集
め
て
戦

没
武
将
の
菩
提
を
弔
む
た
め
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
︶
1
︵

る
。

　
も
と
は
天
文
年
中
︵
一
五
三
二

－

五
五
︶
に
友
松
寿
鶴
が
断
夫
山

の
北
に
創
建
し
た
江
南
寺
︵
後
の
成
福
寺
︶
の
門
前
に
あ
っ
た
が
﹆

弘
治
二
年
︵
一
五
五
六
︶
に
江
南
寺
は
現
在
の
地
︵
名
古
屋
市
熱
田

区
白
鳥
︶
へ
移
転
し
寺
号
を
改
め
た
。
そ
の
た
め
鉄
地
蔵
堂
は
北
山

墓
地
の
入
口
と
な
り
﹆
そ
の
後
﹆
現
在
地
︵
名
古
屋
市
熱
田
区
旗

屋
︶
へ
移
っ
て
い
︶
2
︵

る
。

　
如
来
教
を
開
い
た
教
祖
き
の
︵
媹
姾
院
青
室
妙
蓮
大
師
︶
は
近
く

の
新
旗
屋
町
に
生
ま
れ
て
お
り
﹆
父
は
鉄
地
蔵
を
信
仰
し
参
詣
祈
願

し
て
い
た
。
そ
の
縁
で
あ
ろ
う
か
﹆
き
の
の
教
え
を
奉
ず
る
講
は
文

政
十
二
年
︵
一
八
二
九
︶
に
成
福
寺
の
扣
で
あ
っ
た
地
蔵
堂
及
び
鉄

地
蔵
一
体
を
譲
り
受
け
て
護
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
﹆
尾
張
藩

寺
社
奉
行
所
は
天
保
二
年
︵
一
八
三
一
︶
二
月
二
十
五
日
と
翌
三
年

三
月
十
五
日
に
教
え
を
奉
ず
る
金
毘
羅
講
の
禁
止
令
を
出
し
た
。
講

は
小
寺
佐
兵
衛
︵
如
々
庵
月
中
一
夢
上
座
︶
ら
に
よ
っ
て
奉
持
さ
れ

て
い
た
が
﹆
小
寺
は
出
家
し
て
法
持
寺
二
十
七
世
大
達
玄
中
の
弟
子

と
な
り
﹆
鉄
地
蔵
堂
の
境
内
を
拡
張
し
た
り
﹆
堂
宇
を
改
築
し
て
玄

中
を
鉄
地
蔵
堂
の
開
山
に
迎
え
法
持
寺
の
境
外
仏
堂
と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
鉄
地
蔵
堂
の
開
山
堂
に
は
玄
中
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
お
り
﹆

教
祖
き
の
の
永
代
供
養
月
供
料
や
茶
湯
料
が
鉄
地
蔵
堂
守
か
ら
法
持

寺
へ
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
﹆
法
持
寺
の
傘
下
に
入
っ
た

が
﹆
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
八
日
の
宗
教
法
人
令
に
よ
り
「
如
来

宗
」
を
標
榜
し
て
法
人
と
な
り
﹆
同
二
十
七
年
七
月
五
日
に
は
﹆
宗

教
法
人
法
に
よ
っ
て
宗
教
法
人
媹
姾
院
と
称
し
離
末
し
︶
3
︵

た
。
同
三
十

七
年
十
二
月
八
日
に
は
「
如
来
教
」
と
変
更
し
﹆
登
和
山
青
大
悲
寺

と
改
号
し
て
い
る
。

︵
１
︶ 

『
如
来
教
団
由
緒
及
沿
革
概
要
』
十
八
頁
。

︵
２
︶  

『
名
古
屋
市
史
　
社
寺
編
』︵
大
正
四
年
七
月
　
名
古
屋
市
役
所
︶

六
五
七
頁
の
「
鉄
地
蔵
堂
」
と
六
六
八
頁
の
「
成
福
寺
」
に
よ
る
。



法
持
寺
の
門
葉
寺
院
に
つ
い
て
︵
川
口
︶
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︵
３
︶  

『
熱
田
　
白
鳥
山
法
持
寺
史
』︵
未
刊
︶
の
第
二
編
第
六
部
の
「
第

三
十
三
世
　
光
山
義
明
」
や
第
三
編
第
二
部
第
三
章
の
「
如
来
教
と

法
持
寺
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。


